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上．調査区全景（縄文時代中期） 下．竪穴建物（SIOl）の石組炉



序

庄川の流域にある松原遺跡は、縄文時代中期の集落遺跡と

して学史的に有名です。大正時代に鉄道敷設の際に発見され、

これまでに幾度となく発掘調査が行われてきました。多くの

先学の研究から、本遺跡は漁労を主体とする大集落であった

ことが分かつています。また、出土する土器の量が非常に多

く、縄文時代中期では県内屈指の遺物量を誇ります。

今回は個人住宅建設に先立ち、記録保存のための発掘調査

を行いました。調査では縄文時代中期中葉の竪穴建物や川原

石を伴う土坑群の存在が明らかとなりました。また、建物内

から出土した炭化物の放射性炭素年代測定を行ったところ、

紀元前3千年前後という年代値が得られたことも大きな成果

です。

このような成果をまとめた本書が、地域の歴史資料として

活用いただければ幸いに存じます。最後になりましたが、土

地所有者をはじめ、調査にご協力いただきました関係各位に

深く感謝申し上げます。

平成 24年 3月

砺波市教育委員会

教育長舘 俊博



伊。
本書は、平成22年度に実施した富山県砺波市庄川町示野地内に所在する松原遺跡の発掘調査報告である。

2 調査は、国庫補助・県費補助を受けて砺波市教育委員会が実施した。発掘調査は、個人住宅の建設工事

に先立ち、砺波市教育委員会が主体となり、株式会社アーキジオ（富山県高岡市西藤平蔵 581) に業務委託

し実施した。約2ヵ月かけて本調査を行ない、平成 23年度に整理作業を実施し、報告書を作成した。

〔平成22年度・本調査〕 株式会社アーキジオ（富山県高岡市西藤平蔵581) 現場代理人：阿部将樹

〔平成 23年度・遺物整理〕 同 上

3 調査面積及び調査期間は、下記のとおりである。

〔平成 22年度〕 面積： 156.39rrl 現地調査期間： 2010年 8月 20日～ 2010年 10月 18日

4 調査に関するすべての資料は砺波市教育委員会で保管している。なお、遺跡の略記号は、市名と遺跡名

の頭文字 CTonamisi Matsu Bara）と、末尾に西暦を付し「TMB-2010」とした。

5 調査事務局は砺波市教育委員会内に置き、事務は主任野原大輔が担当し、事務局長白江秋広が総括した。

6 調査事務局および調査担当者は以下のとおりである。

砺波市教育委員会 事務局長 白江 秋広

生涯学習・スポーツ課課長 小西 清之（平成22年度までは生涯学習課）

文化芸術係長 平木 宏和（平成23年9月30日まで）

古津 孝之（平成23年10月 1日から）

主任（学芸員） 野原 大輔 ＊調査担当

ア 本書の編集、執筆及び図版作成は野原と阿部が担当し執筆分担は各文末に記した。遺構写真は野原・阿部、

遺物写真は野原が撮影した。遺物撮影では、高岡市教育委員会の撮影スタジオをお借りすることができた。

記して謝意老衰したい。

8 本書で使用している遺構の略記号は以下のとおりである。ただし、現地調査の遺構検出時点で略記号を

付したため、本文中では略記号と遺構の性格がことなる場合があることを断っておく。

掘立柱建物－ SB、溝－ SD、土坑一郎、 ピット SP、性格不明遺構 sx 

9 また、本書で使用している方位は真北で、標高は海抜高である。

10土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（2001年前期版）に準拠している。

11本文中の遺構アイコンは、考古学solution遺構アイコン標準化委員会が作成したものを使用している。

12調査期間や整理作業期聞を通じて、下記の方々から多大なるご教示・ご協力を得た。記して衷心より謝

意を表する。

小島俊彰（金沢美術工芸大学），酒井重洋（富山県埋蔵文化財センター），新藤正夫（砺波散村地域研究所），

神保孝造（富山県埋蔵文化財センター），菅沼 亘（十日町市博物館），但田勇一（郷土史家），

西井龍儀（富山考古学会），町田賢一（財団法人富山県文化振興財団），

以上、五十音！｜原・敬称略
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1 調査に至る経緯

序 章 調査と経過
Investigation and progress 

1 調査に至る経緯 蔵文化財の保護措置が必要と判断した。

今回の本調査は、個人住宅建設に先立つ発掘調査

である。調査地は松原遺跡の中央部にあたる。

4月、試掘の結果を受けて、土地所有者と工事業

者、市教育委員会の3者で、協議を行ったところ、土

地所有者から記録保存による保護措置を求める申し

出があり、本調査に向けて調整在進めることで合意

した。 5月、富山県教育委員会と市教育委員会が協

議を行ない、国庫と県費の補助を受けて本調査を実

施することになり、 8月から本調査に着手する運び

となった。

平成 22年 1月、土地所有者が依頼する不動産鑑

定会社から個人住宅建設に際し、埋蔵文化財包蔵地

の有無について照会があった。照会の土地が埋蔵文

化財包蔵地に該当するため、文化財保護法93条の

lに基づく発掘の届出を行った。

同年2月に富山県教育委員会から発掘調査実施

の旨の通知が届いたのを受けて、 3月 25・26日の

2日間在かけて試掘確認調査を行った。調査対象地

が宅地であり、周囲が住宅密集地であることから、

人力による坪掘りを行い、 1 m四方の試掘ピットを

6箇所、計 14rrlを掘削した。その結果、明確な遺

構は確認出来なかったが、厚さ 30cmに及ぶ遺物包

含層と大量の遺物（土器・石器類計3461点、整理箱 19

箱分）が見つかった。このことから開発に際し、埋

2 調査の歴史

松原遺跡は、学史的に著名な縄文遺跡である。鍾

文時代中期の集落遺跡としては、県内では代表的な

存在として知られる。

（ ） 遺跡発見の端緒は大正 2
遺跡の発見

年（1913）に遡る。砺波鉄道（加

越線）敷設の際、松原地内から土盛り用の土が運び

Tab.1.2.1 松原遺跡における既往の調査一覧

I No. 調査の種類調査年 内容 文献 ｜ 

本調査 1968.7.17 
1968.9.15 

2 試掘 1973.7.18 
-1973.7.28 

3 本調査 1974.10.11 

一1974.12.13

4 本調査 19954.17 
ー1995.4.25

5 本調査 1998.5.18 
-1998目8.10

6 試掘 2006.3.22 
-2006.3.23 

7 試掘 2010.3.25 
-2010.3.26 

8 本調査 2010.8.20 
-2010.10.18 

初の本格的調査。富山考古学会会員であった岡崎卯一氏指庄川町教委 1968『庄川町松

導のもと、当時の庄川町美術協会会員が主体となり、発掘原遺跡発掘調査中間報告』

調査を実施し、住居跡を l棟を確認された。 岡崎卯一 1968「庄川町松原

遺跡の調査」『大境』第4号

周辺の開発と調整のため、遺跡の範囲を把握することを目小島俊彰 1973「富山県庄川

的に富山県教育委員会の指導のもと試掘を実施。松原全体町松原遺跡試掘調査報告書』

を第1～ 3地点に分類。 富山県教育委員会

第3地点において、遺跡の性格を把握することを目的とし庄川町教育委員会 1975『富

て富山県教育委員会の指導により本調査を実施。縄文時代山県庄川町松原遺跡緊急発掘

中期の標識遺跡として設定された。 調査概報』

国道 156号の拡幅で移築される住宅敷地を本調査。炉跡。富山県埋蔵文化財センター

士坑等の遺構を確認した。 1996『年報平成7年度』

国道 156号の拡幅に先立ち、富山県埋蔵文化財課センター庄川町教育委員会 2001『富

の強力を得て本調査を実施。住居跡3棟、溝2条など。 山県庄川町松原遺跡』

個人住宅増設のため、試掘確認調査を実施。有孔鍔付土器

が出士。

個人住宅建設に先立ち試掘確認調査を実施。大量の遺物が

出土。

個人住宅建設に先立ち、本調査を実施。住居跡2棟、土坑・砺波市教育委員会2012『松

ピットなど。 原遺跡発掘調査報告』

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月



調査と経過

出され、その時に数多くの遺物が出土し、注目された。

遺跡の所在地は加越線の庄川町駅と東山見駅の聞に位置

序章

する。『青島村郷土史』には次のようにある。

大正二年、砺波鉄道線路工事ニ着手セル際、 t平野松原ノ桑園ヲ

開墾シテ其土砂ヲ線路ニ運ベリ、而シテ斯ル桑園ヲ発掘スルヤ、

石器時代ノ遺跡タル石鍛・石斧及ビ土器ノ類、地中ヨリ発見セ

ラレタリ

大正 15年（1926）刊行の早川荘作著『越中石器時代

0 100 
」一一一一『ーー」
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民族遺跡遺物」において、以下のように紹介されている。

東砺波郡東山見村金屋

砺波鉄道の終点青島駅より二、三町、井波町の北約一里、俗に

ボンボン野と称する場所で、近く庄川の清流に接して居る。

発見遺物（摘要）

大石棒 異色片麻岩製で頭部のみであるが一見鍔の頭部に

似て、両側面に文様のあるもの

人類学雑誌第三十三巻第八号にある同郡平村田向

発見の石器の破片の如く思はる》が一見櫛形、内

面は刃部で脊部は四、五分の厚味で側面に線状の

模様のあるもの（図参照＊省略）

打・磨共普通のもの 土器

疑問の石器

発見少なし石斧

早川の報告で「ボンボン野」とあるように、松原遺跡

は近年まで、ボンボン野遺跡・金屋遺跡・青島遺跡など

と混同される状態で、あった。この報告で注目すべきは「土

器発見少なし」の一文である。本遺跡は県内屈指の土器

量を誇る遺跡であるが、大正期までは石器類が主たる遺

物だったのである。

昭和 38年（1963）、松原墓地の

梼ろ図
0 s帆

l一一・4一一J一一一←－-1---1西側が一部台地を削って水固化さ
乱掘期

昭和 43年松原遺跡の発掘箇所と住居祉Fig.1.2.1 れた際、多量の遺物が出土し、人々の関心を呼んだ。一

部の郷土史家や美術愛好家などによって個人的な発掘・

この調査では、めて組織的・本格的な発掘調査を行った。これは記録を伴わない採集が行われる状態が続いたが、

石組炉を伴う竪穴建物 l棟と黒色の遺物包含層などが発掘であり、資料は残されず、出土遺物は散逸した。市

見つかるとともに、小島俊彰によって出土遺物が「古府

式」に比定され、松原遺跡が縄文時代の中期後半に帰属

することが初めて示された。

指定文化財の土器群はこの時期に発掘されたもので、出

土遺物が保管されている数少ない事例である。

加えて道路新設、住宅造成、水一
査
一

ー幽

圃

言

民

明

一
年
一

回

0
0

胴

由

民

U

四

回

n訪
問

・
4

．．
 ，
開

続いて昭和 48年（1973）、試掘

これは遺跡の範
( 197 調査）
囲確認を目的に富山県教育委員会と庄川町教育委員会が

調査が行われた。

路改修などの開発が急激に進むに

つれて「焦眉の急務」として文化財保護の気運が高まり、

ii庄川中学地歴クラブ、 1967「庄川遺跡について」『砺波地方史研究』第2号、

稲垣不二男・前回淳 1968「ー庄川松原地内縄文遺跡の発掘調査に参 加

して」『砺波地方史研究』第6号、庄川中学校地歴クラブ、 1970『縄文とわたしたち』

iii 現在は古府式は北陸の土器編年において中期中葉に属するが、 68年の

調査報告段階では中期後半という扱いだったものと推察される。

昭和 43年（1968）、庄川町美術協会・庄川中学校・町

i 加越線とは庄）IIから石動までを結ぶ路線で当初は砺波鉄道と称したが

1919年に加越鉄道に改称した。 1915年に福里子駅 青島町駅（のちの庄川町

駅）聞が開通し、 1922年に全線開通した。 1943年に富山地方鉄道に合併し、

1972年に全線廃止となったo

内有識者らが、富山考古学会理事の岡崎卯ーの指導で初

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年3月2 
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調査に至る経緯
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Fig.1.2.4 松原遺跡の範囲と発掘調査位置 1:2,000
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調査に至る経緯

行ったもので、結果として遺跡の範囲が確定し、

遺跡の主体が3地点（第 l～3地点）に分散するこ

とを把握した。

昭和 49年 (1974）に

は遺跡の性格を明らかに

し、遺構・遺物の遺存状態を確認するために、第 X40

3地点を選んで本調査が行われた。調査の結果、

査
一

1
”
 

－－＝nH
四

年
一

幽

凋

『

時
マ
I

四

n
u
d

同

1
胆

土器は中期前葉（上山田古式）から中期後葉（串田新

I式）の範囲にあり、大半が旦塑旦茎に属すこと

が明らかとなった。報告では遺跡の時期を I～皿

年設定された。集落全体は弧状集落と推定され、

ピットが建物跡は大型竪穴建物を含めて 13棟、

5基検出された。大型竪穴建物（第4号住居跡）は

長軸 11.2m ・最大幅 7mを測り、平面は長楕円

形である。円筒形の柱穴が 12基検出され、地床

炉が l基、南側で見つかっている。

また、石器類では石錘が膨大な量が出土したが、
昭和 49年遺構配置図Fig.1.2.2 

石鍛や打製石斧は少なく、報告では生活基盤が川での漁

良であった。 10年の調査では、縄文中期の竪穴建物3棟・

溝2条のほか、土器・石皿・磨製石斧・打製石斧・磨石・

凹石・石錘が出土した。 3棟のうち、

堂l三盤亙していた可能性を指摘している。

この調査によって、松原遺跡は豊富な遺物と特異な集

もっとも規模が大落構造をもっ新形式遺跡として「標識遺跡」のひとつに

きい竪穴建物（住01）は長軸7m・短軸 5mを測り、 74定められた。本調査によって遺跡の学術的価値が定めら

年調査の第4号住居跡よりやや規模が劣る。れた、記念碑的な調査であった。

個人住宅に伴う調査である
( 2006・2010年調査）

しばらく調査はなその後、

が、いずれも 73年調査の第3かったが平成 7年（1995）・ 10
1995・1998年調査

地点の南端にあたる。平成 18年（2006）の試掘では有年（1998）に国道 156号の拡幅に伴う本調査が立て続

孔鍔付土器（Fig.3.3.878）が出土した。平成 22年（2010)けに行われた。 7年の調査では縄文中期の炉跡や土坑、

（野原大輔）

iii宮山県埋蔵文化財課センター・庄）1 I町教育委員会 1996『平成7年度庄川

町松原遺跡調査報告」

iv庄川町教育委員会 2001『富山県庄川町松原遺跡』

の本調査が今回の報告分である。土器などが見つかったが、削平が激しく、遺存状況は不

l富山県教育委員会 1974『富山県庄川町松原遺跡試掘調査報告書」

ii庄川町教育委員会 1975「富山県庄川町松原遺跡緊急発掘調査概報』

4 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月1:500 平成 10年遺構配置図Fig.1.2.3 



調査日誌抄4 

調査と経過

調査の方法3 

序章

2010年 8月20日～ 10月 18日
現地調査は平成 22年に約 2ヶ月をか調査の経過

けて実施している。翌 23年に遺物整理を行い、報告書

基準点測量・調査範囲測量8.17 を刊行した。

表土掘削開始8.20 現地調査は、文化庁文化財部記念物課編調査方法

グリッド杭設置8.21 iの発掘作業の工程に基づき、実『発掘調査のてびき』

表土掘削完了8.24 施した。試掘成果に基づき、調査員立ち会いの下、重機

排水溝掘削・包含層掘削開始8.25 による表土を除去し、残土を調査区の周囲に仮置きした。

一部遺構検出開始9. 2 その後、人力によって黒色の遺物包含層を掘削し、遺物

包含層の遺物出土状況図のための写真測量実施9. 7 を取り上げながら出土状況図等の記録も行った。遺構検

包含層遺物の取り上げ9. 9 出を行ったのち、 SIOlをはじめとする遺構の掘削を行

遺構検出全景写真撮影9.10 い、 記録作業等を行った後、完掘となった。

SIOl遺構掘削、 SP完掘 ・写真撮影 ・断面図作成9.13 調査には、以下の方々の協力を賜った。調査参加者

SIOl遺物出土状況撮影・写真測量9.20 記して謝意を表したい。

調査区南側・遺構検出・ 写真撮影・ 遺構半裁作業9.25 上坂清三、上村良弘、中田和雄、湯浅と発掘作業

SIOl炉検出9.27 みこ、柳田ともえ、中川稔、野原四郎、桃井飛鳥、佐々

遺構全体清帰10.12 木一男、 舟木藤夫、石田哲雄（倣）アーキジオ）

完掘全景写真撮影（タワー設置）10.13 真田恭子、橋真理子、新田三喜子、渡辺整理作業

発掘作業終了 ・空実務処理10.14 賀位子、佐野睦美、新保利恵、畑シノブ、水巻麻里、宮

埋め戻し完了・現地作業終了

J 奈良文化財研究所編 2010『発掘調査のてびき集落遺跡発掘編整理・

幸~1'r ， ＇｝編』文化庁文化財部記念物課監修同成社

10.18 口美芥（株）アーキジオ）
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第2章 地理と歴史

1 地理的環境

1 地理的環境

Geography and history 

は平野西端部を流れ、庄川の排水河川の役目を果たして

いる。庄川扇状地には、地理学上著名な散村（Dispersed

松原遺跡の所在する砺波市は、富山県の西部中央に Settlement）が広がっており、点在する孤立荘宅とそれを

ある。面積は 126.96k d、人口 49,457人（平成24年 囲む耕地が調和し、長閑な田園空聞を形成している。

2月末現在）であり、東経 136度 54分～ 137度 04分、 庄川は現在扇状地東部を北流しているが、かつて西に

北緯36度33分～ 36度41分に位置している。 あった流れが時代とともに東に移動してきたという、い

砺波市は、地形的に 3つに大別できる。①庄川の堆 わゆる「庄川の東遷」説がある。もっとも古い主流と考
となみへいや しょうがわせんじようち

積作用によって形成された砺波平野（庄川扇状地）、② えられるのは野尻川であり、中村川、新又川と移り、天

平野と山地の聞に南北に細長く存在する河岸段丘・ 正 13年（1585）の大洪水で千保川・中田川（由｜！）に移
せりだ人のだんきゅう

芹谷野段丘と庄川左岸段丘、③東部に射水丘陵から続く り、寛永7年（1630）の洪水で、現在の流れとなったとみ
しようとうさんち

丘陵性の庄東山地で構成される。 るのが定説化している。

砺波平野は、その大部分が東部を北流する庄川により 庄川の右岸には台地がひろがり、河川作用によって形

形成された扇状地である。庄川扇状地は県内の三大扇状 成された河成（河岸）段丘が存在している。それらは低

地（庄川・神通川・常願寺JII)に数えられ、そのなかでも最 位段丘、中位段丘、高位段丘として分類することができ

大の規模を誇る。扇頂部である庄川町青島から扇端部で る。庄川町庄から宮森までには低位段丘が存在しており、

ある高岡市南部の湧水帯までの距離は 13～ 15km、面 隆起扇状地堆積物が形成されている。頼成・権正寺・東保

積は I46kmに及ぶ。源を岐阜県荘川村に発し、高岡市 では、庄川右岸に沿う帯状の自然堤防の微高地上に集落

を経由して日本海に注ぐ。流路延長 115km、涜域面積 が発達している。

1180k d、平均河床勾配 1/120～ 11800の規模をも 高位段丘にあたる芹谷野段丘（福岡段丘）は、旧扇状

つ。庄川扇状地の勢いに押されるようにして小矢部川 地の右扇の一部が残存し段丘となったものである。南は

い
Matsubara site 

ヲーTonami city 

0 SOOkm NAGANO 
I ISHIKAWA GIFU 

Fig.2.1.1 松原遺跡の位置

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年3月 6 



第 2章地理と歴史

安川付近から北は大門町串田付近まで約 lOkmに広が

り、福岡周辺では海抜80m、段丘崖約 30mを測る。段

丘南部の福山の山麓丘陵地はこの段丘地形面と同時期も

しくは前後に形成された扇状地性の堆積層である。寛文

3年（1663）に庄川から芹谷野用水が引かれ、段丘上に

集落が展開した。

芹谷野の旧扇状地の東側と庄東山地の縫合部の凹地に

和田川が発達し、両岸を侵食して低い段丘帯を形成し

ており、和田川流域段丘帯と呼ばれる。和田川は、牛岳

の北西側山中に源を発し、庄東山地と芹谷野段丘の聞を

大きく蛇行し、池原付近で坪野川が合流する。流路延長

23.Skm、庄川の支流である。昭和 43年、和田川総合

開発事業により和田川夕、ムが竣工、川が堰き止められて

増山湖ができた。

牛獄山麓以北の丘陵性の山々は、富山県を東西に分断

する射水丘陵帯の一枝群を成し、一般に庄東山地と呼ば

れる。概して谷内川・和田川の流域に含まれる地域をさ

す。この山地は起伏量が少ない丘陵性小起伏山地であり、

地質的には青井谷シルト質泥岩層が基盤となる。この山

地の西北に位置する天狗山（標高 192m）の北斜面、県民

公園頼成の森の緩斜面丘陵は、南側山地からのかつての

扇状地性堆積層で構成されている。表層地質としては、

砂岩を主体とする下部と無層理青灰色泥岩を主体とする

上部から成る。

扇状地上には微高地が島状に点在し、その聞を縫うよ

うに旧河道が蛇行する。そこにはマッドという植土や壌

土が分布し、黒土層の堆積がみられる。黒土層は、①黒

ボク層で自然堤防・中州状微高地から縁辺部に分布する

もの、②湿地帯で生成される有機質層、③埋没微高地か

ら縁辺部で生成された黒土層で、昌地土壌化・水田土壌

化したもの、の3種に分類される。

（野原大輔）

7 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月
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註）新藤原図 (1964年〉

Fig.2.1.2 砺波平野周辺の地形
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下条川

Fig.2.1.4 庄川！扇状地を中心とした地形分類図 1:150,000 
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旧石器時代の遺跡は庄川右岸の庄旧石器時代

~i。
東山地や芹谷野段丘に分布し、庄東山地の芹谷遺跡・池

原遺跡・増山外貝喰山遺跡・頼成D遺跡、芹谷野段丘の

高沢島 I• II遺跡などがある。旧石器が注意されたのは、

昭和 48年頃の芹谷遺跡が初めてであり、住蔵久雄氏の

これまで 100点以上の石

器が表面採集された。それらは「立野ケ原型ナイフ形石

器」と呼ばれる鉄石英・玉髄でできた小形剥片と、濃飛

業績による。氏の発見以来、

13 

流紋岩類・溶結凝灰岩によるナイフ形石器や彫器で構成

芹谷遺跡の石器 Sニ 1:4

（砺波市史 1984より転載）

Fig.2.2.1 され、姶良丹沢（AT）降灰期に相当する。

芹谷野段丘以東を中心として縄文縄文時代

遺跡が濃密に分布する。高位段丘である芹谷野段丘では、

上和田遺跡、厳照寺遺跡、宮森新天池遺跡、宮森新北島

I遺跡、頼成新遺跡、三合遺跡があり、中位段丘の和田

川流域段丘帯には、高沢島 I・ II遺跡、増山遺跡などが

ある。福山大堤遺跡で表採された石槍は、濃飛流紋岩類
JO cm 

の半月形石槍で草創期に属する。
福山大堤遺跡の石槍 S~1:4

（砺波市史 1984より転載）

Fig.2.2.2 
前期は宮森新北島 I遺跡、増山遺跡でわずかに出土例

うになり、栴檀野地区圃場整備事業に先立ち昭和 50・

51年に試掘調査、昭和 51年に富山県埋蔵文化財セン

ターによって本調査が実施された。出土土器群は、「厳

があるが、県内の遺跡動態と同じく中期段階で遺跡数が

増加する。芹谷野段丘縁辺の厳照寺遺跡は、松原遺跡と

並び市内の縄文遺跡として最も著名である。名越仁風氏

照寺 I式.II式.Ill式」として中期前葉の標式であった

11 砺波市教育委員会 1977『栴檀野遺跡群予備調査概要』（富山県埋蔵文

化財センター編）

ら地元研究家や富山考古学会の働きかけで周知されるよ

l奥村吉信 1987「立野ヶ原石器群と米ヶ森技法」『大境』第 11号富山考

古学会

J ヤ Q.I

l_l\__F一一一工~m n 10 20cm 

ιT町 T「［寸「斗

（左図） 5=1:160，〔右図） 5=1:12 

（砺波市史 1984より転載〕

厳照寺遺跡の竪穴住居跡と土器Fig.2.2.3 

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月9 
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が、現在は新保・新崎式に包括され扱われている。遺構

では、竪穴建物跡 11棟・埋費 l箇所・穴などが検出され、

典型的な弧状集落であることが判明した。近接する宮森

新北島 I遺跡では、厳照寺 I式土器群と中期の竪穴建物

跡 l棟を確認している。

低地では平野東部の低位段丘上に宮森遺跡、徳万遺跡、

東保石坂遺跡、東保遺跡（東保高池遺跡）など芹谷野段丘

を挟る谷口付近に存在する。扇状地扇央部で発見された

久泉遺跡は打製石斧を主体的に出土する遺跡である。低

地における集落は未発見であり、縄文期の遺跡動態を把

握できていない。

扇状地扇頂部には中期前葉から中葉の大規模集落、松

" ＇隅亡E二E二－＝－二E

' 原遺跡がある。庄川左岸の最下位段丘上にあり、遺物・

松原遺跡の 04 号竪穴建物 S~l:l50Fig.2.2.4 

遺構の質・量ともに豊富である。竪穴建物は、方形石組

炉を伴う建物や長軸 llmを測る大型建物（04号）など

10数棟が検出されている。 04号竪穴建物からは、多く

と土器とともに打製石斧、磨製石斧、石錘、擦石、石鍛

が出土している。松原遺跡は土器が多く出土し、中期前

葉から中葉（新崎式～上山田・天神山式）が主体在占める。

庄川での漁労活動で生計をなしえたこと、そして五箇山、

飛騨に抜ける交通の要衝に位置したことが大集落を形成

J11tr できた要因と考えられる。

⑨
思
＠
田

e

品二

口露仏伊…山山川川上凶

信

一
以前勺一

松原遺跡出土の縄文土器 S=l:IOFig.2.2.5 大正 13年頃、孫子の上原地内において県内でも稀少

なバナナ形石器が出土している。中尾遺跡から出土した

御物石器は、市指定文化財となり福岡の厳照寺で保管さ

れている。

弥生から古墳時代にか弥生時代と古墳時代

けでは空白の時代である。社会基盤の稲作経営移行に連

動し、生活圏が湧水帯（扇端部）に移動したのであろう。

わずかな資料として福山大堤遺跡や安川野武士A遺跡B

地点、増山城跡出土の弥生土器がある。婦負郡や射水郡

S=l:5 松原遺跡出土の土製品Fig.2.2.6 に連なる丘陵地帯や低位段丘上、扇状地に点在するマッ

の又兵衛清水付近から内面に刷毛目調整を施した土師器ド上などに未発見の遺跡が存在する可能性がある。古墳

片が出土している。池原には“丸山古墳”やかつて県指時代資料としては、高沢島田遺跡がある。古墳時代後半

定史跡で、あった

佐野台地に遺跡が分布する傾向にある。平野東部は閑地

研究者は少ない。周辺では小矢部川左岸流域から扇端部、

の土師器の費や高杯の一部が出土している。増山城跡内

i富山県教育委員会 1977「富山県砺波市厳照寺遺跡緊急発掘調査概要」

ii富山県教育委員会 1978『富山県砺波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査

概要』

iii庄川町教育委員会 1975「富山県庄川町松原遺跡緊急発掘調査概報』

10 

である。
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地理と歴史第 2章

地中レーダ探査により約 2.0km在確認している。久泉遺考古学的な空白期間ののち、奈良・平安時代

跡は、東大寺領伊加流伎荘の比定地の南西に位置してお市域では扇状地から段丘上にかけて古代の遺跡が出現し

り、大溝は荘園方向に流れている。はじめる。いずれの遺跡も 8世紀後半以降であるのは天

荘園成立と期を同じくして芹谷野段丘上で大規模に須平 15年（743）に発布された墾田永年私財法に端を発し、

恵器生産を行っている。窯跡群は、射水郡・婦負郡に隣庄川扇状地東部に展開した四荘の東大寺領荘園（石粟荘・

接する芹谷野段丘から庄東山地にかけて分布し、総称し伊加流伎荘・井山荘・杵名蛭荘）の成立に連動したものと考

これまで計 16遺跡で窯が確認て栴檀野窯跡群という。えられる。

されており、多くは平野に面する丘陵西側斜面に立地し芹谷野段丘縁辺の宮森新北島 I遺跡では、桁行3間×

ている。もっとも早く操業されたのは8世紀第H四半期梁間 2問、面積 32rriの掘立柱建物が検出されている。

8世紀後半から 9世紀にかけて生といわれる宮森窯で、平野部において高道向島遺跡、安川野武土遺跡、安川山

産が盛行し、 10世紀頃に衰退期を迎えるとされる。下遺跡、薬勝寺遺跡、徳万遺跡、太田遺跡、秋元窪田島

栴檀野窯跡群一覧

名

一

ー

…

醸

f…
曙
E
E
n

諜

鵬

曙

購

顎

帯

一

向

遺
一
一
一
一
一
一
…
臨
時
一
一
払
ぽ
臨
時
間
開
一
一

Tab.2.2.1 
遺跡、宮村遺跡、千代遺跡、油田大坪遺跡、小杉遺跡が

久泉遺跡では、長大な大溝と建物遺構群が検出されて

いる。帰属時期は8世紀後半から 9世紀前半と短い。建

いずれも微高地のマッド上に存在する。

福
山
支
群物は規則的に配置された掘立柱建物4棟と大小さまざま

な規模の竪穴建物 14棟で構成される。桁行 10mを超

える掘立柱建物の規模や配置には官衛的色彩も強く、竪

9c1/4～・2/4 

9c1/4～・2/4 

制／4-9c1/4

9c2/4～・3/4 

設ョ4/4

お4/4～1〔）：；1/4

9c4/4～10じ1/4

釦4/4～1Ck:1/4

9c4/4～1Ck:1/4 

穴建物には鍛冶工房と思われる建物も含まれ、単なるー

増
山
支
群

般的な集落と評価することはできない。大溝は、溝底か

ら8世紀第E四半期に帰属する須恵器の有台杯が出土し

ており、開削時期を示すと考えられる。幅 6.9～ 10m、

最深部 1.55m、発掘により延長 120mを検出したが、

1富山県教育委員会 1978『富山県砺波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査

概要』

ii金回章裕 2007「久泉遺跡における大溝・建物遺構の性格」『久泉遺跡発

掘調査報告E』砺波市教育委員会

s
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S=l:SOO 久泉遺跡の大溝と建物群
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2 歴史的環境

窯跡群は南北の二つの支群により成り、増山支群と福 荘民のいずれの手によるものか不明であるが、家領荘園

山支群で構成される。増山支群の宮森窯と福山支群の安 での混乱状況をうかがうことができる。安川の般若山薬

川天皇窯がもっとも古く 8世紀第E四半期に位置づけら 勝寺の南にある公卿九人塚と呼ばれる五輪塔の墓地は、

れ、 8世紀第皿四半期から第W四半期にかけて増山支群 実通に関係があるのかもしれない。

の増山亀田窯、増山団子地窯、増山妙覚寺坂窯が操業を 荘域にある遺跡としては、東保遺跡（東保高池遺跡）、

始め、同時期には福山支群で福山窯、福山小堤窯、福山 久泉遺跡、秋元窪田島遺跡、正権寺遺跡、狐塚遺跡など

大堤窯が操業している。 9世紀前半に入ると、小丸山一・ が存在する。 12世紀後半から 13世紀前半の東保遺跡（東

二号窯が操業され、 9世紀後半から 10世紀にかけて正 保高池遺跡）では土師器が多量に出土し、墓地もしくは

権寺後島窯、増山外員喰山窯、増山笹山窯、東笹鎌野窯 祭記跡と考えられる集石状遺構が検出されている。秋元

が操業をし、以後栴檀野窯跡群では須恵器生産が衰退す 窪田島遺跡、正権寺遺跡は、ともに 15世紀に位墨付け

る。

栴檀野窯跡群が成立した8世紀後半は、「一部一窯的」

体制ともいうべき律令的土器生産体制、つまり須恵器と

られる。

南北朝時代 観応元年（1350）、室町幕府将軍

足利尊氏と弟の直義の対立が激化、いわゆる観応の擾乱

土師器の一体生産が確立する時期にあたる。この窯業 が起こる。越中守護桃井直常は反幕府勢力として各地で

上の画期は、律令国家の経済政策と連動するものであり、 幕府方と抗戦し、これを鎮圧するために斯波高経が派遣

古代前半期（7世紀初頭から9世紀初頭）の手工業生産政策 された。二宮次郎左衛門入道円阿（貞光）は、越中守護

は行政単位ごとの集約的な手工業センターを作ることを 職にあった斯波高経・義将父子に従い、各地で南朝方と

目指した。砺波郡では、小矢部川左岸の安居・岩木窯跡 戦っている。貞治2年（1363）の二宮円阿軍忠状に「和

群において 7世紀前半から須恵器生産を始めており、 田城」を警固した記されている。和田城は、増山城の前

その後7世紀後半から窯場が増加し、 8世紀代には小矢 身とみる説や増山城に先立ち構築された亀山城という説

部川左岸や芹谷野段丘上に窯跡群が展開する。それまで がある。現在の亀山城は、戦国時代前期に修築された可

小矢部川左岸に生産域が集中していたが、突如として砺 能性が高いが、郭が同心円状に配置していることや全体

波平野東部に窯場が作られる。 的な規模などから増山城より古い構造をもっと考えられ

鎌倉時代 徳大寺家領般若野荘は平野東部に広 ている。応安2年 (1369）、桃井直常が能登・加賀に攻

く展開し、現庄川両岸に沿って南は三谷地区から北は中 め入り、桃井方が龍城する一乗寺城を幕府方の吉見勢が

団地区に及ぶ広大な荘域で、あった。徳大寺公能が越中国 攻略している。吉見氏らの能登勢は、その後砺波郡の井

守となった大治元年（1126）頃に荘園の成立したと推定 口城、千代ケ様城、をはじめ、新川郡の松倉城を攻めて

できる。般若野荘では治承・寿永の源平争乱や承久の乱 いる。赤祖父川左岸にある井口城は桃井直常に属した井

で戦闘が行われている。 口氏の拠点であり、後に一向一撲方により修築され、天

嘉吉元年（1441）の「薩戒記」によると徳大寺公有 正9年（1581）に佐々成政により落城したと考えられる。

が越中の荘園経営の不振に陥っている。庚永元年（1342) 三条山山頂に築かれた千代ヶ様城は、庄城（壇城、壇ノ城）

に般若野荘の南にある三谷寺が鎌倉覚園寺塔頭蓮華院領 の詰城とみられる。

となっていることや、武家方の地頭方により押領が起こ 室町時代 南北朝時代末期の康暦2年（1380）、越

りやむなく領地を折半する（下地中分）という事態に起 中守護は斯波氏から畠山氏に替わる。河内・紀伊・越

因する。明応3年（1494）にあっては越中国の徳大寺家 中の三国の守護を兼帯した畠山氏は、守護代として砺波

領荘園が不知行となっている。天文 14年 (1545）、越 郡の遊佐氏、射水・婦負郡の神保氏、新川郡の椎名氏の

中に下向した徳大寺実通は、知行分にて殺害される。雄 三氏により統治する支配体制を組んだ。畠山氏支配期の

神荘の庄城（壇城、壇ノ城）に拠る石黒氏や神保氏、在地 15世紀は、中核的な居館が形成される時期であり、砺

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年3月 12 



第2章地理と歴史

波郡では平野西部の蓮沼城が知られる。方形単郭式の居 が、景虎は「越中国味方衆」を差し向けたが落城せず、

館であり、倶利伽羅峠を越えた越中西口に位置する。冷 景虎自ら増山に赴き障を張ったが長職は城を捨て脱出し

泉為広の「越後下向日記」に「遊佐加賀守館」として登 落ち延びた。その後、長職は神保家中の内証に乗じて上

場する。 杉輝虎（長尾景虎）と結び、永禄 11年（1568）に本拠と

増山城郭群の北に位置する亀山城は、放生津城に本拠 していた増山城から出兵し、一向門徒を焼き払い、討

を置く神保氏の支城として修築したと考えられる。標 ち捕らえている。そのことに本願寺（一向宗）は激怒し、

高は城郭群内でもっとも高く射水・砺波郡内在望み、和 勝興寺（安養寺）に厳重な対処そ求めている。

田川によって放生津と結ぼれるという軍事的利点も大き

し、。

応仁元年（1467）に勃発した応仁の乱以降、越中国内

も情勢が不安定となる。文明 13年（1481)には福光

城主石黒右近光義が加賀の富樫正親と謀り、瑞泉寺を

中心とする一向一撲と交戦する事態となる（田屋川原の合

戦）。この合戦には般若野荘の百姓も参加している。以後、

瑞泉寺は要害化が進み、勝興寺に比肩する勢力を誇るよ

うになる。

長享2年（1488）、加賀の一向ー撲が起こる。蜂起し

たー撲勢力は、加賀守護富樫正親を討ち、天正8年（1580)

織田勢に減ほされるまで約百年間加賀圏在支配すること

となる。永正3年（1506）には北陸の一向ー撲が一斉蜂

起する。蓮沼城に本拠を置く守護代遊佐新右衛門慶親が

越中中郡を支配してきた神保氏は、元亀2年（1571)

頃は放生津城・増山城などを拠点としていたが、越後上

杉氏や一向ー撲との関わりの中で権力を失いつつあり、

翌年には神保長職は没している。元亀3年（1572）頃、

増山城には一向一撰勢が拠っていたと考えられる。

安土桃山時代・江戸時代 天正4年（1576）に上杉

謙信は、越中をほぼ制圧するに至る。増山城に残る反上

杉方の神保勢力が抗戦するも落城、謙信はさらに西に進

み湯山城（森寺城）を攻撃、翌年には七尾城を攻略して

いる。上杉謙信は天正6年（1578）に没している。

足利義昭を奉じて上洛を果たした織田信長は元亀元年

(1570）、姉川の戦いで越前朝倉氏、北近江浅井氏を撃

破、天下布武者E目指し戦国期最大の宗教的武装勢力であ

る石山本願寺を攻撃する。織田勢の北陸侵攻はその後、

一向ー撲と対決、これを帯助するため進軍した越後守護 越前朝倉氏を滅亡させ、越前一向ー撲勢を破り、天正8

代長尾能景は、射水・婦負の守護代神保慶宗の援護を得 年（1580）には加賀一向ー撲の拠点である金沢御堂を攻

られず、芹谷の合戦で討死している。合戦は増山城の眼 めている。織田勢の攻撃は増山城にも及び、天正9年

下で行われ、このときの軍事的緊張の高まりによって亀 (1581）に焼き払われ、のちに木舟城をも落としている。

山城の整備が行われ、現在の姿に近い形になったと考え 天正 10年（1582）の本能寺の変で織田信長が没した後、

られている。 翌年に佐々成政が越中を平定している。天正11年（1583)

能景への非協力に強いJ憎悪の念を抱いた子為景は、仇 以降、越中統ーを果たした佐々成政によって修築された

討ちの名分で越中に侵攻、永正 17年（1520）の新庄の

戦いで神保慶宗を自害に追い込み、自らは翌年新川郡

の守護代となっている。為景死後、天文 12年（1543）、

神保長職は富山城を築城する。このとき富山城を中心に

支城群を展開、増山城は天文年間頃に神保長職によって

構築されたと考えられる。

永禄2年 (1559）夏以来神保・椎名両氏に反長尾の動

増山城は、この時もっとも城域が広く構造的に完成して

いたと考えられる。天正 13年（1585）、前田利家は佐々

成政と交戦状態にあり、今石動城そ築城して前田秀継・

利秀父子に守らせている。秀継は同年、木舟城に移るが

11月の大地震により城が崩壊し圧死した。成政ののち、

増山城は前田方の手に渡り、城の守将となった中川光重

が退老もしくは没した慶長年間まで存続したと考えられ

きがあり、甲斐武田氏と結ぶ情勢があった。これに応じ る。

た長尾景虎は翌永禄三年に越中に侵攻し、神保長職の寵 （野原大輔）

る富山城を攻める。敗走した神保長職は増山城に逃れた

13 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月



1 基本層序の解説

第3章 発掘調査の成果

1 基本層序

調査区は比較的狭く、近代の井戸や埋設物による撹乱

が見られたものの、調査範囲内で基本層序の大きな変化

はなかった。報告書を見る限り、 1974・1975年調査

の基本層序とほぼ同様と考えられる。

I層は表土である。黒褐色（10YR3/1）を基本とするシ

ルト質の土層である。しまりは強く、磯や近世の廃棄

物、整地のための砂も混ざっていた。耕起などでE層上

部が削平され、 I層には遺物を多く含む。 E層は黒色

(10YR2/1）シルト質の有機土壌であり、縄文時代の遺物

包含層である。遺跡が形成された生活文化層である。縄

文土器・石器が大量に出土する。 E層は黄褐色の砂層で、

いわゆる地山である。 E層上面が遺構検出面で、標高が

102.60～ 102.90mである。調査区の南西側はE層中

に礁が多く含まれていた。 N層は醸層である。 一部の遺

構は、 E層下のN層まで掘り込まれていた。

北壁
S抱4

整地層（砂）

百四 resultof excavation investigation 

2 検出した遺構

遺構面はE層上面での一層である。遺物包含層である

H層中から遺構が掘り込まれているが、 E層と遺構内覆

土との色調・色相が近似しており、遺構の掘り込みを判

別することは出来なかった。近世の寛永通宝が I層上面

から 1点出土しているが、 I ・ II層（黒色包含層）から出

土した遺物は縄文時代中期後半を主とする土器・石器で

あった。遺構は I層から掘り込まれているものは確認さ

れず、松原遺跡が形成されていた縄文時代中期の遺構で

あると考えられる。

竪穴式住居（SI)が2基、土坑（SK）が 19基、柱穴（SP)

63基を確認した。調査区の中央から北側に住居跡、南

側は土坑が多く存在する。

（阿部将樹・野原大輔）

103.00m 
思掴 I 圃監盟田園陸司E、 －園田明圃h a唱 獄楓

西壁

103.00m 

！ 下層恥ンテ ¥ m 一一一 ； 下剛健トレンチ
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SP66 
①黒褐色士(IOYR3/2）シノレト質しまり中

SP83 
①黒褐色土（IOYR3/2）シノレト質しまり中砂（ill層）混じる I 1黒褐色土（10YR3/2) IT層が混じる Il-1 黒色土（10YR2/1) m置が少量混じる

I 2灰褐色（10YR4/1) I I冒とE置の混合 Il-2黒褐色土（10YR3/2)m層が20～30崎混じる

Fig.3.1.1 基本層序
。 2m 
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第3章発掘調査の成果

I 竪穴建物 〔Pitdwelling〕

品ではなく多くが部分破片である。覆土には大型の川原

石が含まれていた。

炉とほぼ、同じ高さの②層は炭化物老少量含む。最下層

の④層は、掘り込み面直上の層位である。③・④層から・5 I 0 1 〔Fig3 2 2 Fig 3.24 PL.5 PL.6〕 の遺物は少なく、③・④層は貼り床の形成層としたいと

規 模 北側が調査区域外に及ぶため、全体は ころだが、③層上面で、の硬化が確認出来なかったので断

未検出であるが、検出できた部分での計測値では量豊 定出来ない。また、炉を中心に長軸 3.2m短軸 2.6mの

5.23m、短軸4.02m 7J:-測る。南北方向に長い楕円形状を 楕円形の掘り込みが見られる。炉の下層になるため、炉

呈する。遺物包含層である E層（黒色包含層）掘削時から の構築以前の段階の遺構である。つまり、 SIO1の掘り

遺構範囲の上面付近で遺物が集中出土したので、遺畳旦 込み造成した後、④層が堆積した後に楕円形の遺構を造

掘り込み面がE層中にあるとの認識を得たが、皿層との

層界まで抑fり下げないと掘り方を確認出来なかった。

覆土①陪の黒色土層から多くの遺物が出土している。

昭和 50年 （1975）の調査時も住居祉の黒色覆土から大

部分の遺物が出土しており、同様のパターンが伺える。

完形に近い土器は少なく、いわゆる「吹上パターン」を

確認するこ とは出来なかった。

構 造 中央に長軸0.9m短軸 0.5mの長方形の

亙姐盟がある。石組の内部に土器片が平らに敷き並べて

あったが、石組の周囲にしか土器片が残っていない。本

来は炉内全体に土器が敷かれていた可能性がある。何故

ならば、炉石には被熱の痕跡が見られるので明らかに火

を燃やしているが、炉内部の覆土の黒色土には少量の炭

化物が合まれる程度で、焼土が全く検出出来なかったか

らである。炉の底面の土に焼土がないのは、火の使用後

に焼土を削り取った可能性もあろうが、もともと火と土

の聞に熱を遮断する物が存在したと考えるほうが自然で

ある。とすれば、炉の床面に土器片が敷き並べてあった

ものを、使用後に他に移したと推定するのである。

覆土は炉の上面まで①層が埋没しており、短時間もし

くは均質な状態での堆積が続いて埋没したと考えられ

る。遺物の出土範囲は炉の周辺と炉の東側周辺に集中し

ている。遺物はE層段階から SIOl周辺で多く 出土して

いるが、大半は破片であるので廃棄された遺物かも知れ

ない。炉の周辺に相当量の土器が出土しているが、完形

1 庄和｜町教育委員会 1965『米島貝塚』において、小林達雄が提唱した説。

竪穴建物の埋没と土器廃棄の過程を人間の行動パターンから読み取ろうとした

ものである。

15 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年3月

り、その後に③層堆積し、貯蔵穴と思われる SK02が形

成され、その後に②層堆積過程で炉が構築されている。

SIOlは使用期間の聞に数度の改変を加えていることが

判明した。

SIOlの周辺には 7基のピットがある。 SP35・74・

75・71・49・33・23であり、配置や規模から柱穴の

可能性が考えられるが、平面・断面観察から柱根痕跡を

確認することが出来なかった。 SP74・33は長軸が l

mを超え、柱穴としてはやや規模が大きいが、これは改

築の際に 2つ以上の柱穴が重複している可能性もある。

覆土の土壌分析からは SIOlの周辺には二次林や河畔

林が分布し、草地環境にあったことが判明した。

年 代 土器量の割に年代決定の手がかりとなる

土器は少ないが、概ね上山田・天神山式の範囲に収ま

る。 No.1 (Fig.3.3.1）は上山田 ・天神山E式に相当する

と考えられるが、器形は古相を呈する。出土炭化材の放

射性炭素年代測定では試料2点在分析し、それぞれ中

calBC3.084-calBC2.931、② calBC3.011-calBC2,918の

年代値を得た。

・5 I 8 4 

SIOlの西側に位置する。困層上面を床面とするため、

掘り込み面は浅い。 SIOl同様に巨大な川原石が出土し

ている。調査区域外に及ぶため、規模や形状は不明であ

るが SP31・36・61・22が付属する柱穴の可能性がある。

切り合いの面では Sl84はSIOlより古い時期になるが、

遺物の出土がなく明確な時期は掴めなかった。

（阿部将樹・野原大輔）
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1 :50 松原遺跡遺構全体図（縄文時代中期）Fig.3.2.1 
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2 検出した遺構

。
、cl" Q必句

。 Oc:o,
勺

σ 品、
町長うつ

、ミ〉

A 

ム
md

＼

vbaw－
－
 

e
 

A
M
V

代
M
H
9

を〉

~－~~＇ 

SI01 

．
 

．
 ．
 

・．・・
．
 

．
．
 

．
 

．
 

．
 ．
 

．
 

．
 
．．
 

・．

・・’．・

．．．． 

－

J

r

・

．．． 
．．．．． 

．． 
・1

・

・・．

－
－
－
－
H

・

．
 
・ー・．，．

1

・・ll

・－
．．．． 
・4．
 

．
 
“・．
 
・ー・
・

1・4．．
 
，
 

．”・
6

．． 
．．
 

－
－
b

．
 

－
－
－
d

・

．・・
a
v
L

・

．
L
司

．．
 
p
 

．．
 

・～・

．．
 

・

．．． ．．
 ．．．． 

－

H
A
－－． 

a

－・
4

・・
・・－－．句・a
，

．．． ．．． ．．
 
．
 

．． 
．
 
．．． 
・．

H

・

l

－－ 

．
．
 ．
 ．
 
．
 

．
 

．．．． 
．
 

、．
 

．．．． 

1

－2
 

・

．．
 
，～
 
・

6

・・

－

－

－

 

103.00m全一

⑨ 

I I 

-1 .. 

31 

家
E
S
E
E
m川

一一五

。 2m

Fig.3.2.2 遺構実測図 8101周辺遺物出土状況・遺物標高断面図 S二1:40
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第3章 発掘調査の成果

回 ⑨ 

（） 
SK76 

103.00m ~ 

Fig.3.2.3 遺構実測図 8101 . 8184周辺遺構平面図＝断面図 S=l :40 
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2 検出した遺構

SI01炉
⑧ 

103.00m 性一 N’ 

土器

SI01 

①黒色土（！OYR2/1) シノレトしまり中 E層黒色土の流れ込み
②黒色土（！OYR2/1) シノレトしまり中炭化物が少量混じる
③黒褐色土（IOYR2/2）シノレトしまり中困層プロック（径l～5叩） 10～20唱含む
④黒褐色土（！OYR2/3）シノレトしまり中砂礁を少量含む
⑤黒褐色士（！OYR3/2）砂しまり中 E層斑状に混じる
⑤黒褐色土（IOYR2/2）シノレトしまり中皿層混じる
⑦暗褐色土(IOYR3/3) 砂しまり中皿層崩落土を含む
⑧黒色土（IOYR2／！）シノレトしまり中 E層と同等で小礁を含む
⑨暗褐色土（IOYR3/3）砂しまり中 E層と皿層の漸移層
⑮黄褐色士（！OYR4/3）砂しまり中 E層とE層の漸移層

⑪黒褐色土（！OYR2/3）シノレトしまり中炭化物を含む

B
E
E
S

，F4 

N 

S!Ol炉形成前の遺構

。 1m 

Fig.3.2.4 遺構実測図 8101炉平面図・断面図 S=l: 40 
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SP31 
①黒褐色士（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中

SP33 
①黒褐色土（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中

コOa，需明フζぶ宍
SP35 
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円

SP36 
①黒褐色士（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中流れ込みかっ
② lこぶい黄褐色士（！OYR4/3）砂しまり中

SP46 SP47 
①暗褐色土（IOYR3/4）砂しまり弱 SP48 

①黒褐色土（！OYR2/2) 砂質シノレト しまり中

103.00m L一一 一」 103.00m止 ______,[ 103.00m丘一一 一一区’

三五 (j) I'; 

2空市七全対
①黒褐色土（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中

土器

SP71 
①黒褐色士（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中 SP74 

①黒色土（！OYR2/1）砂質シノレトしまり中
遺物包含柱穴かっ

② H音褐色土（IOYR3/4）砂質しまり中

103.00m h一一 ーム’ 103.00m m一一 一一凶’

SP75 IげJOG
①黒色士（!OYR2/1）砂質シノレトしまり中根混じる下部に磯含む柱穴かり SK76 
②暗褐色士（！OYR3/4）砂質しまり中 ①黒褐色士（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中

②にぶい黄褐色士（!OYR4/3）砂しまり中。 2m 

Fig.3.2.5 遺構実測図 8101周辺遺構断面図 S二1:40 
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第3章発掘調査の成果

ト土坑… ）ー02;b~f:II[ * -:J tc…IOlー構築

されるという変遷が辿れるので、両者の関係は密接であ

ると推測できる。

Fig.3.2.5 Fig.3.210 PL.5 PL.10 

・5K02・5P 6 7 SK02は、 SIOlの石組炉の構築

前に作られた、円形の土坑である。 SIOlの石組炉の南

SP67はSIOlの炉の北東部分直下に位置し、長軸 0.82

m短軸 0.68m、深さ 018 mを測る。 SK02同様に SIOl

構築前に造られた土坑である。遺物は出土していない。

西部分の直下に位置し、長軸 1.18m短軸 1.12m、深さ ・5K06 長軸 1.45m、短軸 1.19mの不整円形。

0.50mを測る。 SIOlの炉を検出した段階で掘り方が確

認でき、炉石の底から数cm下のから一括で土器（No.49)

が出土した。 一括土器の一部は炉の下に入り込んでい

る。炉石を外した後、遺構の掘り方が明瞭に確認できた

ので、SK02は炉が構築される以前に造成されたことが

明らかになった。土器は大型の深鉢がほぼ一個体分出土

しており、 貯蔵穴の可能性がある。 SIOlの③層が埋まっ

たのちに掘り込まれ、 N層上面まで達している。出土土

器 （No.49〕は上山田・天神山式に属するものと思われ、

SIOl出土土器と型式的に時期差はあまり認められない。

また切り合い関係から、 SK02はSI03③層堆積後に構

シ／s附

／ 

三三つ－
／／／ 

/ 102.BOm!L_ 

~ 

SP22 

＼＼＼  

～～～ー一

遺構検出段階で一括で土器（No.51.55）が出土。遺構内

には土器片が数点出土しているが、礁は含まない。覆土

に炭化物が混入していた。N層上面まで掘り込んでいる。

• S KO 7・SP60 切り合い関係から SK07より

SP60が新しい。 SK07は南北方向に 1.74m、東西方向

に 1.90mの楕円形状で、ある。 検出段階で遺構内北側の

喋や土器片側52・53）が出土した。この付近の深さは0.34

mと浅くなっている。 ほほ完形で出土した土器（No.60・

上山田 ・天神山式）と SP06上の礁はほぼ同じ高さである。

SP60の掘り込みはW層上面まで達している。

⑨ 

102.BOm企一一 A’ 
← 

足究全吉弘ν安部一円三日
SK02 
①黒色土（！OYR2/2）砂質シノレト しまり中小礁を多く含む
③黒褐色土（10YR2/2）シノレトしまり中 E層ブロック（径l～5cm)10～2日時含む

B’ 

。 lm 

Fig.3.2.6 遺構実測図 SK02・SP67平面図 ・断面図 S=l: 30 
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企ー

~ 園田・・幽

102.90m企一

企ー

1 02.SOm EL__ I 、

⑧ 

___A’ 

SK07 

c:O ① 

2 検出した遺構

102.BOm企ー 一五

土器

SK06 
①黒褐色土（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中炭化物少量含む小磯少量含む

②暗褐色士（！OYR3/4）砂しまり中炭化物少量含む

℃一 一一一一一一寸

⑧ 

A’ 

， 

SK07 SP60 
①黒褐色土（IOYR3/2）砂質シノレトしまり強にぶい黄褐色土(IOYR4/3)
砂斑状に10～羽田炭化物含む

~褐色土（！OYR4/4）砂しまり中 E層斑状に10～20唱含む
③黒褐色土（IOYR2/2）砂質シノレトしまり強小礁が少量混じる

-----6’ 

。 lm 

Fig.3ユ7 遺構実測図 SK06・SK07・SP60平面図・断面図 S二 1:30
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第3章発掘調査の成果

・SK1 5・SK4 0 SKISは直径0.8mほどの円形

土坑であり、 SK40に切られる。遺構の底面から、縦方

向に分割した醸（河原石）が立った状態で出土しており、

立石の可能性がある。土器は出土していない。 SK40は

全体を検出できず、調査区域外に及ぶ。長軸が 1.5m以

上、短軸は 1.13m、深さ 0.74mで、W層上面まで、達する。

遺構検出段階で、醸・土器が出土し、覆土に多くの礁を

含む。出土土器片は古串田新式・古府式に属する。

・SK18 直径が約 1.15m、深さ 0.56mの円形で

ある。掘り込みはほぼ垂直であり、N層上面まで達する。

覆土には大型・小型の磯が累重的に含まれている。最上

部の磯は細長く、立石の可能性がある。底面から摩耗し

た土器片が数点出土した。

・5K20 撹乱で一部切られているが、長軸 1.23m、

短軸0.97mの円形である。深さは 0.50m、掘り込み

はほぼ垂直にN層上面まで達している。覆土に土器片や

大型の離が含まれる。最も浅い所に細長い礁であり、立

石状に据えられていた可能性がある。

m、深さ 0.35mを測る。 SK70は長軸 1.20m、短軸0.91

m深さ 0.53mの楕円形である。 SK39をSK70が切っ

ている。 SK70は掘り込みがW層上面まで到達している。

・SK19 撹乱に切られる。短軸0.85m以上、短軸

0.85 mの楕円形で、ある。深さ 0.28mの比較的浅い遺構

である。検出面で大型の醸（川原石）が斜めに立った状

態で出土しており、立石の可能性を指摘できる。また、

遺構底面に赤色の醸（河原石）が出土している。覆土か

らは土器片が出土している。

・SKSO 長軸 1.31m、短軸 1.11m、深さ 0.29m 

の楕円形である。立石の可能性がある大型の醸（河原石）

と中央に径20cmほどの礁を中心に小磯が出土している。

礁付近から滑車状の土製耳飾り（尚62）が出土した。

・5K58 長軸 1.48m、短軸 1.07m、深さ 0.29m 

の楕円形である。比較的浅い遺構で、土器片が数点出土

しているが、礁は含まない。

・SK52 • SK72・sP 5 1 SK72を SK52と・SK2 1 直径0.81m、深さ 0.61mの円形である。 SP51が切っている。 SK72は長軸 1.14m、短軸 1.11

覆土内に大型の醸（No.244・河原石）が、横になった状態 mの楕円形で、ある。深さは 0.29mと浅く、覆土内から

で出土した。礁は人為的に割り、整形を加えた痕跡が認 土器片・礁が出土している。 SK52は長軸 0.98m、短

められたため、非常に粗い作りであるが五畳として扱う。

・5K37 長軸 1.44m、短軸 1.25mの楕円形であ

る。深さ 0.63m、掘り込みはN層上面まで達している。

遺構検出面で土器片・礁が出土している。喋は lケ所

に集中している。上層の離を取り上げ後、覆土内に長

軸SOcm短軸 20cmの楳（河原石）が埋まっており、立石

の可能性がある。大木式及び上山田・天神山式の土器片

が出土している。放射性炭素年代測定ではcalBC2.88ト

旦盟旦」~の年代を得ている（第 4章参照）。また2-之監

とカルシウム含量の分析を行い、動物遣存体や植物遺体

などが埋められた可能性は低いとの結果を得た。

軸0.87m、深さ 0.54mの楕円形である。覆土内から

は土器片が数点出土している。 SP51は直径約0.5mの

円形で規模から柱穴の可能性がある。底面から口縁部か

ら胴部にかけての土器片が出土している。

• S KS 9 調査区の南西隅に位置し調査区区域外に及

ぶ。確認できた範囲から最大長 1.61m以上の大型の遺

構と考えられる。大型の醸（川原石）が重なるように出

土した。立石の可能性が考えられる。

• S K65 径 1.07mの円形と推測される。全体を未

検出で、調査区域外に及ぶ。遺構検出時に風化の激しい

肩平形の大きな磯が出土した。立石の可能性がある。覆・5K39・5K 7 0 SK39は長軸 1.28m、短軸 1.22 士からは土器片が数点出土している。

（阿部将樹・野原大輔）
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SK18 

102.SOm企

土器
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①黒褐色土（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中炭化物少量含む
暗褐色土（！OYR3/3）斑状に羽田含む小磯・遺物を含む

⑨ 

＿＿＿！！；.’ 

A’ 

SK18 
①黒褐色士（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中炭化物を少量含む

2 検出した遺構

⑨ 

_____e・ 

ミミ、母

102.SOm旦一一 ___Jl' 

102.SOm旦一一 B’ 

SK15 

①黒褐色土（！OYR3/2）砂質シノレトしまり中
暗褐色土（IOYR3/3）砂斑状に20略含む小礁を少量含む

SK19 ⑥ 
カクラン

A 

103.00m企ー A’ 

SK19 

①暗褐色土（IOYR3/3）砂質シノレトしまり中

。 lm 

Fig.3.2.8 遺構実測図 SK15・18' 19・40 S=l:30 
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第3章発掘調査の成果

⑨ ⑩ 
SK37 

SK20 

企ー A’ 企一

明／）
102.80m企ー _A:’ 103.00m企ー 土器 一一企’

SK20 
①暗褐色土（！OYR3/3）砂質シノレトしまり中磯少量含む炭化物少量含む

SK37 
①黒色士（IOYR2/2）砂質シノレトしまり中炭化物・土器片を少量含む

SK21 SK39 SK70 

⑨ 

A 

企一一

244 

103.00m A一一 一__8’ 102.BOm直一一

SK39 SK70 

SK39 SK70 

⑨ 

， ， 

一一企’

_A:’ 

SK21 

①暗褐色土（IOYR3/3）砂質シノレトしまり中
褐色土（IOYR4/4）砂斑状に5～IC唱含む

①黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中 ③黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中小磯少量含む
にぶい黄褐色土（10YR4/3）砂斑状に10～20同含む ④暗褐色土（10YR3/3）砂しまり中

②褐色士（10YR4/4）砂しまり中 E層の流れ込みか

。 1m 

Fig.3.2.9 遺構実測図 SK20・21・37・39・70 5ニ1:30
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2 検出した遺構
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A 
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103.00m企← ~’ 
102.80m且一一 A’ 
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SK58 
①黒褐色土（10YR3/2）昭質シノレトしまり中
②晴褐色士（10YR3/3）砂質シノレトしまり中困層斑状に10～20%含む

SK50 
①黒色土（10YR2/l）砂質シノレトしまり中

暗褐色土（10YR3/3）砂斑状に10～2飢炭化物含む
②暗褐色土（10YR3/3）砂しまり中

⑨ 

B 

103.00m且一一 一一企’

SK52 

SK72 

、，，f
士一勝

記丸町
SK72 
①黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中炭化物少量混じる
②褐色土（10YR4/4）砂しまり中

103.00m E一一 ~’ 
103.00m Q__ c’ 

SK52 SP51 SK72 SP51 

SK52 
①暗褐色土（10YR3/3）砂質シノレトしまり中炭化物少量混じる

SP51 
②暗褐色土（10YR3/3）砂質シノレトしまり中

。 lm 

Fig.3.2.10 遺構実測図 SK50・51・52・58・72 S=1:30 
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SK59 ⑨ 

⑨ 

SK65 

A 
調査区域外

A' 

103.00m企一一

SK59 
①黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中
②暗褐色士（10YR3/3）砂しまり中

B I 

調査区域外！、ο
カクラン井戸跡）

103.00m且一一 ／ 一一一戸／’一一一ー＼

SK65 
①黒褐色土（10YR3/1)砂質シノレトしまり中 E層面からの掘り込み

B’ 

A’ 

Fig.3.2.11 遺構実測図 SK59・65 5ニ1:30
。 lm 

III ピット 〔Pit〕

Fig.3.2.11・3.2.12・3.2.13

ピットは総数で 63基見つかっている。遺構の配置に

規則性などは見られなかった。平面形状は円形から長楕

円形まで区々であり、深度も様々である。大きさは平面

の直径が 20cmから大きいものは lmを越えるものあ

る。用途については、竪穴建物の柱穴を構成するピット

を除いては、単独のものの用途を推定することは困難で
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ある。この中で、底面の断面形状が平らになっているも

のは、柱穴の可能性も考えられる。柱を据えるために底

を平らにする必要があるからである。ただし、打ち込み

式の柱は想定していない。

検出のピットの中で柱穴の可能性があるのは、 SPl1・

24・30・42・43・44・45あたりである。いずれのピッ

トも覆土が単層であり、柱穴で見られる柱根痕跡を示す
うめっち

土層がなく、埋土に相当する土層もなかったので、柱穴

と即断することは出来ない。しかし、 SP24・30などは

掘削が地山砂喋層であるIV層まで到達しており、柱の沈

下防止のために敢えて掘削したことも考えられる。

（阿部将樹・野原大輔）



2 検出した遺構
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②暗褐色土（IOYR3/3）砂しまり弱

~＠」
⑩ 

102.som A一 一一企’

人μ：
SP12 
①黒褐色土（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中

SP24 ⑨ 

一一企’

103.00m企一一 一一企’

SP16 

① lこぶい黄褐色土（！OYR4/3）砂質シノレトしまり中
暗褐色士（IOYR3/3）斑状に10～20略含む

SP28 
dヨ

A A’ 

n吋ヘハ円
SP24 
①黒褐色土（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中

SP25 
①暗褐色士（IOYR3/3）砂質シノレトしまり中

②暗褐色土(IOYR3/3）砂質シノレトしまり中皿層斑状に含む

。
⑨ SP29 

調査区域外
A 一＿＿＆.

＼ふこフ
103.00m企一一 __p;_ 103.00m企ー _p;_’ 

SP28 
①暗褐色土（IOYR3/3）砂しまり中 。
Fig.3.2.12 遺構実測図 SP S=l:40 

ふ,I~笠~
SP29 
①暗褐色土（10YR3/3）砂質シノレトしまり中

礁含む
2m 
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⑨ 

Z包発掘調査の成果

⑨ 
SP34 r下＼

第3早

-1 ___h' 

SP32 

I' I ＼ 

⑥ 

A 

SP30 

A ＠」
日／

調査区域外

一__1i'103.00m Aー＿＿＿＿£：；，’ 10a.oom Aー一_p;_103.00m Aー

SP30 
①黒褐色土(IOYR3/2）砂質シノレトしまり中

SP32 
①黒褐色土（！OY宜3/2）砂質シノレトしまり中

にぶい黄褐色土（10YR4/3）砂斑状に10～2C地含む
SP34 
①黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中
②暗褐色土（10YR3/3）砂しまり中

⑨
，
一色 A 

s：c」⑨SP41 

1oa.oom Aー A’ 103.00m企ー ＿＿＿＿£：；，’ 103.00m A_  A’ 

SP38 SP14 
①黒褐色土(IOYR3/2）砂質シノレトしまり中 ①暗褐色土（10YR3/3）砂しまり中

にふ、黄褐色士（10YR4/3）砂斑状に10～20暗む 褐色土（10YR4/4）砂斑状に5～10恰む
SP41 
①暗褐色士（10YR3/3）砂しまり中

にぶい黄褐色士（10YR4/3）砂斑状に10～2日弘含む

SP42 
①暗褐色土（10YR3/3）砂しまり中

~＠ O」 ~©___h' 
A A’ 

SP43 SP44 ⑨ SP45 ⑨ SP53 

103.00m .A_ A’ 103.00m企一一 A’ 

---6’ 

SP43 SP44 SP45 
①黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中 ①黒褐色土（10YR3/2）砂質シノレトしまり中

にぶい黄褐色土（10YR4/3）砂斑状に10～2日目含む

SP53 SP54 
①黒褐色土（10YR3/1）砂質シノレトしまり中

SPSS ⑥ SPS6 ⑥ SPS7 .........，－－＼－－ー、 ⑧ 

企－ L ¥ } 十」 一一且’ A ＠」 金ーし一 ）－斗一--1i’

＼、」」~

103.00m企一一 A’ 103.00m企ー 一一企’ 103.00m企一一 ___h' 

SP55 
①黒褐色土（10YR3/2）砂しまり中

SP56 
a:暗褐色土（10YR3/3）砂質シノレトしまり中

にぶい黄褐色土（10YR4/3）砂斑状に10～2日明含む

SP57 
①暗褐色土（10YR3/3）砂質シルトしまり中

にぶい黄褐色士(IOYR4/3）砂斑状に10～2日明含む

2m 。
Fig.3ユ13 遺構実測図 SP S二1:40 
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SP61 ⑥ 

企一 A’ 

一一区103.00m且
② 

SP61 
①黒褐色土(IOYR3/2）砂質シノレトしまり中磯含む
②暗褐色土(IOYR3/3）砂しまり中 E層土含む

⑨ 

w 
103.00m A一一向 A' 

SP64 
①黒褐色士(IOYR3/2）砂しまり中

SP73 

~（§）~ 
103.00m A一一 A' 

SP73 
①黒褐色士（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中被混じる
②褐色士（IOYR4/4）砂質しまり中

SP78 ⑨ 

L_＠」
103.00m主一一 一____A’

SP78 
①黒色士（IOYR2/l）砂質シノレトしまり中

包含層（II層）の埋土

2 検出した遺構

~＠~⑩ 
SP63 ⑩ 

も」
103.00m企ー A’ 103.00m企ー A’ 

SP62 
①黒褐色土（IOYR3/2）砂質シノレトしまり中
②暗褐色土（！OYR3/3）砂しまり中

SP63 
①黒褐色土（！OYR3/l）砂質シノレトしまり中

⑨ ⑨ 

=g~fm SP68 

A’ 

102.80m !',____ A’ 103.00mL- A’ 

SP68 
①晴褐色土（10YR3/3）砂しまり中

E層斑状に10～2日目含む

SP69 
①暗褐色土（IOYR3/3）砂しまり中

E層斑状に5唱含む

S
A
V
 

位。
⑨ SP79 

L_＠」
103.00m A一一 A’ 

103.00m A一一ー A' 

SP77 SP82 
①黒褐色土（IOYR3/2）砂質シノレトしまり強

暗褐色土（IOYR3/3）砂斑状に10～2似合む

SP79 
①黒色土（IOYR2/l）砂質シノレトしまり中

包含層(II層）の埋土

SP80 ⑨ ⑨ SP81 

L_＠」 L_＠」
10300m且一一 103.00m A一一ー 一___A'一____A＇’

SPSO 
①黒色土(IOYRZ/l）砂質シノレト

しまり中包含層(II層）の埋土

SP81 
①黒色土（IOYRZ/l）砂質シノレトしまり中

包含層（II層）の埋土

。 2m 

Fig.3.2.14 遺構実測図 SP S=l :40 
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第 3章発掘調査の成果

Tab.3.2.1 遺構一覧表（1) 竪穴建物・土坑・ヒ。ツト

遺構番号

SIOl 

SI84 

SK02 

SK06 

SK07 

SK15 

SK18 

SK19 

SK20 

SK21 

SK37 

SK39 

SK40 

SK50 

SK52 

SK58 

SK59 

SK65 

SK70 

SK72 

SK76 

SP（〕3

SP04 

SP05 

SPOS 

SP09 

SPlO 

SPll 

SP12 

SP13 

SP14 

SP16 

SP17 

SP22 

SP23 

SP24 

SP25 

SP26 

SP27 

SP28 

SP29 

SP30 

SP31 

地区（グリッド）

x y 

60 55 50 45 

60 55 50 

60 55 50 45 

50 -50 

45 55 

45 50 55 

45 50 -55 

45 50 

50 50 

45 -50 

45 4!i 50 

45 50 55 

45 -50 

45 50 

50 50 

50 -50 

45 55 

50 45 

45 50 -50 

50 50 

55 50 

50 -50 

50 -50 

50 50 

4!i 50 -55 

45 55 

45 50 

50 45 50 

50 50 

45 55 

45 50 -50 

45 50 

45 -50 

60 50 

60 50 

55 -50 

55 50 

60 55 50 

45 -55 

55 -50 

60 50 

60 -50 

60 -50 

平面形

円形

不明

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

遺構計測値（cm)

最大幅 最小幅 深さ

523 

(420) 

118 

145 

159 

88 

21 

85 

123 

81 

144 

128 

(149) 

131 

98 

143 

(161) 

107 

120 

114 

135 

77 

69 

48 

59 

59 

71 

86 

80 

58 

69 

75 

74 

92 

108 

56 

115 

56 

67 

25 

84 

67 

136 

402 

(210) 

112 

119 

130 

76 

110 

(60) 

(97) 

81 

125 

122 

113 

111 

87 

107 

(115) 

(66) 

91 

111 

111 

71 

62 

48 

58 

(49) 

77 

(48) 

70 

57 

67 

66 

(36) 

(85) 

107 

47 

96 

55 

(43) 

89 

(32) 

(62) 

112 

備考

42 時期差あり

29 

50 SIOl下層

44 

47 切られる

26 切られる

66 

28 撹乱に切られる

50 撹乱に切られる

63 

63 

35 

74 調査区域外

Q

d

A

1

Q

d

 

n

4

F

b

n

L

 

27 調査区域外

33 調査区域外

53 

29 

40 

38 

40 

25 

36 切られる

30 切られる

28 

46 撹乱に切られる

6

4

8

9

 

つρ
t

i

りム

A
斗ム

22 調査区域外

30 SIOl 

30 SIOl 

36 

44 

22 

32 調査区域外

40 

32 調査区域外

38 調査区域外

38 調査区域外
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Tab.3.2.2 遺構一覧表（2) ピット

2 検出した遺構

遺構番号 備考

SP32 

SP33 

SP34 

SP35 

SP36 

SP38 

SP41 

SP42 

SP43 

SP44 

SP45 

SP46 

SP47 

SP48 

SP49 

SP51 

SP53 

SP54 

SP55 

SP56 

SP57 

SP60 

SP61 

SP62 

SP63 

SP64 

SP66 

SP67 

SP68 

SP69 

SP71 

SP73 

SP74 

SP75 

SP77 

SP78 

SP79 

SP80 

SP81 

SP82 

SP83 

）一ド一

Y

一

ω

ツ
一
一

5

0

0

5

0

0

0

5

0

0

0

0

0

5

5

0

0

0

0

0

5

5

0

5

5

5

5

5

5

5

5

0

5

5

0

0

0

0

0

0

5

リ
一
－

4

5

5

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

5

5

5

5

5

4

5

5

4

4

4

5

4

5

5

4

5

4

4

5

5

5

5

5

5

5

列

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

（
一
－

区一

x
一

0

5

5

地一

5

4

5

民
υ

F

h

U

F

h

U

A

U

ハ

リ

ハ

リ

ロ

υ

ハ

り

に

υ

民
U

F

h

u

n

U

ハ

リ

ハ

U

F

h

U

A

リ

戸

内

U

F

O

「
O

民
u

k

υ

F

h

U

A

リ

ハ

υ

ハu

n

U

A

U

A

U

「
D

n

U

F

h

υ

ハU

n

U

F

h

u

ハU

ハ

リ

ハ

リ

ハ

U
F
h
υ

に
d
F
h
U

5

5

5

6

6

5

4

5

4

4

4

6

6

6

5

5

5

5

5

5

5

4

6

6

6

6

5

6

4

5

5

5

6

5

5

5

5

5

5

5

5

 

平面形

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円汗芸

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

円牙5

円形

円形

遺構計測値（cm)

最大幅 最小幅 深さ

只
u

n

i

η

i

F

O

氏
U

1

i

F

b

ウ
t

4

A

Q

d

p

b

1

i

a

u

n

t

Q

u

n

v

Q

U

民
U

Q

U

1

ょ

に

υ

1

4

n

4

k

υ

Q

U

1

i

n

b

η

φ

A

V

民
υ

4

A

1

9

9

2

5

6

5

4

4

3

4

3

4

5

5

8

3

9

6

0

9

0

5

4

4

6

8

6

5

9

 

1

1

1

1

1

 

68 

120 

103 

76 

36 

32 

33 

31 

49 

78 

112 

92 

88 

117 

47 

(59) 

48 

77 

100 

(34) 

(13) 

67 

115 

69 

54 

37 

(22) 

40 24 

58 

26 

30 SIOl 

46 

ハ
h

U

η
，

白

広

υ

A

宮

内

4

ウ
t

1

1

5

4

4

3

4

3

4

 

2

2

2

4

2

 

ヮ“

q
d

つゐ

η

A

n

L
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26 上層

26 SIOl 

18 

32 SIOl 

56 20 SIOl 

n
h
u
n
k
u
a
q
 

A
官

。

，
u

q

d

77 26 

50 

91 

18 

30 SIOl 

81 65 切られる

1

i

n

6

0

6

 

0
0
4
A
S
A
I
 

4

4

C

0

0

6

 

F
内

u

n

，

ム

寸

l
ム

18 調査区域外

26 調査区域外

68 

47 

0
6
n
h
u
n
6
n
h
u
 

－－

nJ臼
円

〆

“

円

台

U

53 

77 

32 

34 

44 SIOl 

42 SIOl 

34 

12 

12 

14 

12 

42 

内

4
υ
η
〆

“

「

hυ

q

4

0

q

d

A
斗

A

40 調査区域外



第3章発掘調査の成果

3 出土した遺物

I 遺構内出土遺物

〔Relicsexcavated from structural remains〕

ら4条の沈線、爪形文を施した隆帯を l条、 3条の沈線

を施す。胴部は絡条体の撚糸痕。上山田・天神山式か。

50は口縁部が外側に聞き、頭部に縄圧痕文を l条入れ

胴部に縄文を施す。

•SK06 51は深鉢の底部。 55は深鉢で縦位に条痕

Fig.3.3.1 -Fig.3目3.7 文を施している。・SK0 7 52は深鉢の口縁部で断面が S字状に外反・5I 0 1 1は深鉢。波状口縁で4つの波頂部を持つ。 する。横位の半隆起文を施し、頚部に隆帯を 2条施す。

波頂部に二つの山を作り、穿孔する。頚部・胴部の隆帯 53は底部のみで網代痕が明確に残る。 60はほぼ一括で

には爪形文を施し、胴部は渦巻文を施す。胴音防、ら底部 遺構内から出土している小型深鉢。口縁部2か所に粘土

は縄文が施文され縦位の沈線を行い胴部のくびれが底部 紐の貼り付け装飾を行い、縄文を全体に施す。

まで直線に変化する位置に3条の沈線を平行に施す。よ ・5K2 0 68は深鉢。口縁部から全体に縄文を施し

山田・天神山 E式と考えられるが器形は古相を呈する。

2は深鉢で全体に撚糸文を施す粗製土器。 3 • 7は口縁

の装飾部分。 3は口唇部の粘土紐を蕨手状に貼付し、沈

ている。頚部に縄圧痕を横に l条施している。・SK2 1 56は口縁部に縦横の半隆起文で区画を作

る。区画内は櫛状用具で刺突を行う。宣亙主に相当。

線を施す。 7は波頂部の下に渦巻文の隆帯を貼付する。 ・5K 3 7 54は緩い波状口縁で、口縁部から胴部に

4は円形の隆帯を貼り、軽く指頭圧を行う。横方向に半 縦位の条線文を施す。 57は口縁部に沈線と隆帯に爪形

隆起線文と隆帯を施す。上山田・天神山式か。 5・8は 文を施した渦巻文。 58は沈線と波状沈線を行う。 59は

平縁日縁で細めの縄文が施されている。 9は口縁のわず キャリバー形の頚部。沈線と胴部に絡条休を施す。主主

かな突起が確認できる。縦位に沈線をヲ｜く。 10は口縁 式を模倣している可能性もある。

に隆帯を施す。 11は口縁の立ち上がりが直線的で条線 ・SK4 0 61は深鉢。口縁部4か所に山形の二つの

痕を縦位に施している。 12は撚糸文を施す。 13は波状 山の突起がある。口唇部に沈線が入る。口縁に縦位に櫛

口縁で口唇部を肥厚させ若干中心部を窪ませている。口 状工具で刺突を入れ、胴部にも斜状に櫛状工具で刺突を

縁部から胴部は縄文である。 14は摩耗しているが条痕 施し、口縁突起物の下に沈線で方形の文様を入れる。宣

が施されている。 15・16・17・18・25・は藍盟主に

相当すると考えられる。 15・16・25は沈線で区画し短

沈線を施す。 21は口縁部に 3条の沈線を行い胴部に縄

文を施す。 22はボタン状の添付を行っている。 23は主

盟主主茎茎が見られる。 24は穿孔が 2か所あり、査王L

鎧盆主墨の可能性が高い。 27は全体に煤が付着する。

28は蓮華文を施す。 29は台付鉢で台部と胴部の境の

隆帯に指頭圧痕を行う。 31は横位に半隆起線文が行わ

れ、縦長に 3条の沈線を行っている。 41は炉内部の土

器。 33～ 39・42～ 48は底部。 38は台付鉢の台部。

39は浅鉢の底部でわずかに赤彩が残る。 45はミニチュ

ア土器。 42～48は網代痕が残る。・5K 0 2 49は出土土器中で最大の深鉢。一括出土

した土器。口唇部を隆帯の様に外側に押し出す。上か

32 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月

府式～古串田新式に相当。 63は口縁部に縦位に絡条体

を押し当て、沈線で渦巻文を施す。亘座主に属する。・SK5 0 62は滑車状の土製耳飾り。中央に小さな

くぼみがあるが貫通していない。・SK72・sp 7 8 64はSK72とSP78の遺構内遺

物が接合した深鉢の底部。縦位に絡条体の縄文が施され

ている。底部には網代痕が確認できる。・5K 7 3 65は深鉢。断面形がS字状の口縁。沈線

と隆帯を平行に施し、隆帯上に絡条体の圧痕文を行う 0・sp 66は磨きが全体施された精製土器。 35・71・

54は渦巻文。 35半隆起線文に刻み目が入り、監畳二塁E

盟主E、69は隆帯に爪形文を施す上山田・天神山式と考

えられ、 71は宣座主に相当。 70は胴部の縦に 3本の沈

線を施す。 76は台付鉢の台部である。（阿部将樹・野原大輔）



3 出土した遺物

。 10cm 

Fig.3.3.1 遺物実測図（1 ) SIO 1 S=l: 3 
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II 遺物包含層出土遺物

〔Relicsexcavated from layer containing cultural remains〕

Fig 3.3.8 Fig.3.3.19 

縄文土器 遺物包含層（II層）から大量の土器が出土

し、特に調査区北側のSIOl周辺からは多くの遺物を検

出した。帰属時期は、中期前葉の新保式・新崎式や中期

後葉の古串田新式が若干散見されるが、主体は中期中葉

の上山田園天神山式、古府式である。

78は有孔鍔付土器。頭部に穿孔が行われ把手が貼り

つけられている。胴部は全面に縄文を施す。 79～84

は深鉢。 79は縄文を施文したのち、撫で・削りの調整

99は縄文を施した後に波状沈線を行う。 102は内面に

磨きを施す精製土器である。 107・109は鉢。 105は小

型の深鉢。 108は無文の深鉢の口縁部、 110・111は浅鉢。

111は磨きを施す。 112は絡条体で施文した後、頚部

に半隆起線文を3条施す。

113～ 1 15は鉢。 113は頭部に半隆起文線を施す。

114は口縁部に沈線を 1条施し胴部に縄文を施す。 115

は縄文を施文した後、口縁部に波状に隆帯を貼りつけて

いる。 116は両面に磨き処理をする。一部に赤彩が残っ

ている精製土器。

117～ 143は口縁部片。 117は口縁部の装飾突起。

隆帯を口禄部に貼り付け、内面にも隆帯を貼り付け沈線

を施す。 118は半隆起線文を頭部に施し、胴部に長方

を行う。 80・81は口縁部から縄文を施文する。 81は 形に沈線を施す。 119は沈線で区画を作り、区画内に

外面に煤が多く付着。 82は頚部に縄文圧痕を l条施す。 刺突を行う。 120は縦位に沈線を行い、頚部に縄文の

83は縦位の絡条体による撚糸文。 84は沈線で区画・渦 圧痕文を 1条施す。 121は口縁部に半隆起線文を2条、

巻文を施す。区画内は櫛状工具で刺突を行う。宣宜主ヱ 胴部に縄文を施す。口唇部に沈線を 1条行う。 122・

E皇E盟主に相当。 85は有孔鍔付土器。頭部の隆帯直 123は波状口縁。 122は波頂部で三つの山が形成され、

上に穿孔を行う。 86は小型鉢。口縁部は緩い波状口縁。 穿孔される。沈線、刺突を施し、頭部に半隆起線文在

口縁部に 3条の沈線を行い、波頂部で上に向かつて収 行う。 123は半隆起線文を施し、隆帯に櫛状工具で刺

束させる。胴部は全面に縄文を施す。 87～91は深鉢。 突を行う。 124は縄文を施した後、沈線で区間を作る。

87は口縁部無文で2条の隆帯が口縁から頭部の眼鏡状 区画内に刺突を行う。新崎式に属する。 125・133は浅

把手につながる様相である。胴部は隆帯と沈線で渦巻文 鉢。 125は沈線と隆帯で円形文を施文する。 133は口

を施す。沈線での区画内に蓮華文を行う。 88は頭部か 唇部に玉抱き三叉文を施し、沈線と半隆起線文で渦巻文

ら口縁部まで横に沈線を施す。「C」字に隆帯を貼りつ

け、頚部と胴部の境界に山の字を逆にしたような沈線を

を施文する。 127・128・130・138・142は沈線と爪

形文を刻んだ隆帯で渦巻文を施文する。上山田町天神山

行う。胴部は縄文を全面に施す。 89はキャリバー形の 式に相当。 126波状口縁の波頂部。口縁部に円形の穴、

形状で頚部に浅い刺突を横方向に 1列行う。胴部は縄文 沈線で渦巻文を施す。 132は半隆起線文で渦巻文を行う。

を施す。 90は波状口縁で 4つの波頂部を持つ。口縁か 亘Hillに該当。 135・141は隆帯に櫛状工具による刺突

ら底部にかけて全面縄文を施す。 91は平縁口縁。口縁 を行う。 135は宣宜主か。 140の口縁部は無文。頭部

部に l条の沈線を行い、ボタン状突起を貼りつけ爪形文 に隆帯を貼り付け指頭圧痕を行う。 143は火炎土器様

を施した隆帯を貼りつける。隆帯と沈線で渦巻文、三叉 式の中で非装飾的な王冠型を模倣した可能性がある。

文を施文する。 87・88・90・91は上山田・天神山式 144・145は沈線で区画し、区画内に 144は刺突を行

に属する。 い、 145は蓮華文を施す。 146は沈線に刻みを行う。

92は浅鉢。全体が摩耗しているが口縁部に l条の沈 144～ 146は藍盟主に相当。 147・157は区画内を櫛

線がある。「6」を横にした平たい隆帯を貼りつける。 状工具で刺突する。古串田新式に相当。 148は区画内

93～ 96・98～ 104・107・109は口縁部から縄文 に刻みを細かく入れる。上山田・天神山式と考えられる。

を施すものである。94・95は量豊丑がある。96は撚糸文。 149は沈線で三叉文を施文する。 150は胴部片。縄文

40 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月



3 出土した遺物

を施文後に沈線を施す。新崎式に相当。 15い 161頚部 石鯨・スクレーパー・石核 213は無茎の石織。調

から胴部に横方向に沈線を行い、胴部途中まで沈線を 整はほとんど行っていない。 214は有茎の石鍛。凝灰

施す。 152は隆帯に爪形文を入れ、沈線で渦巻文を施 岩のため風化が激しい。 215・216・217はスクレーパー。

文する。 151・152・161は上山田・天神山式に相当。 215・216は鋭利な割れを刃部とする。 217は側縁部

154は縄文を施した後、波状に沈線を入れる。 155は に片面調整を行う。 218・219・220は石核。いずれも

格子日状に刻みを入れる。 156は沈線で区画し、区画 全面敵打。 219は打撃の単一面が 1面あり、 220は全

内に爪形文を刻む。 154・155・156は藍堕主に属する。 面に細かい打撃を行い、不純物の多い部分を取り除く。

157は一部分であるが半隆起線での渦巻文。 158は縄 213・215と同じ鉄石英。

文を施文後に沈線を行う。隆帯には爪形文が入り、渦巻 打製石斧 221は横長剥片。打撃により鋭利な部分

文もある。 157・158は上山田 E 天神山式に相当。 159

は縦位の沈線を底部まで行う。 160は縄文を施文する。

162は爪形文の隆帯が l条確認できる。隆帯の下から

底部まで縄文を施文する深鉢。

163は浅鉢。平たい降帯で円形を作る。磨きが行われ

ている。 164は縄文施文後に沈線を行う。 165・166・

169は蓮華文を施す。盟盟主に属する。 171・183・

192は櫛状工具の刺突文がある。 192は円形に隆帯を

を刃部として一部使用する。 222は短冊形の打製石斧。

横長剥片素材で調整のため側縁に細かい打撃を加える。

刃部は使用のため割れ口が摩耗。 223は擁形で横長剥

片素材。側縁に細かい打撃調整を行う。刃部は使用によ

り破損。 224は両面に自然面を残す扇平の川原石を素

材する。分銅形に近く、側部からの打撃で挟りを入れる。

磨製石斧 225・230は蛇紋岩の磨製石斧。 225は

ほぼ完形。刃部は使用のため破損し、破損部分を再度研

貼り付ける。 168・178～ 182は沈線と隆帯で渦巻文 磨整形する。 230は刃部のみ。刃部に使用痕は見られ

を施文し、隆帯には爪形文の刻みが入る。いずれも上山 るが大きな破損はない。刃は円刃で両凹刃。

田・天神山式に属する。 170・176・177は半隆起線、 石 錘 素材は小形の肩平な川原石。いずれも長軸方

沈線で渦巻文を施文する。互宜主に相当。 184は渦巻 向の 2か所に打撃を加えて挟りを入れる。同様の川原

文が貼り付く。東北地方の大木式の系統が考えられる。 石は包含層から多く出土しており、石錘として利用して

185・187はミニチュア土器。 185は沈線で渦巻文を施 いた可能性もある。

文する。 186は穿孔と眼鏡状把手が貼り付く。有孔鍔 たたき石・凹石 223は長軸方向に 2面と側部に

付土器。 189は波状に隆帯が貼り付く。 190は沈線が

施されたのち把手を貼り付けている。 193は三つ指装

飾が貼り付く。 191は浅鉢の底部で磨きを施す。

195～201は底部でいずれも網代痕がある。 202は

条痕線文を施文後、胴部下に横位に 1条沈線が入る。

3か所使用。 235は長軸方向に 2面、 237は長軸方向

に1面と側部に 1か所、 234・237・238は長軸方向に

l面を使用。これらは細長い河原石を利用。 239・241

は円形の肩平な河原石を利用。 240は凹石で、両面に

くぼみがある。側部にも蔽打痕がある。

203～ 206は台付鉢の台部。 203は穿孔される。 擦 石 いずれも扇平な河原石を利用。 242は側面に

208・209は土器片転用の土製円盤。 207は装飾の把手。 一面を擦り面として利用。 243は短軸方向の側面2面

櫛状工具で刺突され、赤彩がある。 210・211は滑車状 を擦り面として利用し、長軸方向の一面に蔽打痕が見ら

の土製耳飾り。いずれも中央は穿孔される。 212は用

途不明の土器塊であり、手担ね粘土塊か。

れ、たたき石としても利用している。

石 棒 244は大型の川原石を使用し、側面に打撃を

加えて整形。根本の部分は破断されており整形面とは反

石器・石製品 石鍛2、スクレーパー 3、石核3、 対側に、破断面方向から打撃を加えている。自然面には

打製石斧4、磨製石斧2、石錘6、敵石7、凹石 l、擦石2、 研磨した痕跡はない。

用途不明（石棒） 1が出土している。 （阿部将樹・野原大輔）
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。 10cm 

Fig.3.3.8 遺物実測図（8) 遺物包含層出土遺物 S=l: 3 
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3 出土した遺物

I I 81 

I I 82 

。 10cm 

Fig.3.3.9 遺物実測図（9) 遺物包含層出土遺物 5二1:3 
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Fig.3.3.10 遺物実測図（10) 遺物包含層出土遺物 S二1:3 
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3 出土した遺物

89 

I I 91 

Fig.3.3.11 遺物実測図（11) 遺物包含層出土遺物 S=l :3 
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3 出土した遺物
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3 出土した遺物

乙二二コ
240 

239 

241 

足三子三D
242 

長日
243 244 

。 10cm 

。 1:3 20cm 

Fig.3.3.19 遺物実測図（19) 石器 S=l:3、1:6(244のみ） 1:6 

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月 53 



第3章発掘調査の成果

Tab.3.3.1 遺物観察表（1) 遺構内出土遺物

No 遺構 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 胎土 焼成 色調
口径： 底径 器高

（外面）穿孔、経帯、刻み、横位の5字状文 （内面） 7.5YR5/6明褐

S!Ol 深鉢 (32.8) (11.4) 29.45 RL縄文施文、沈線、ナデ 並 普通 （外面） 5YR6/6稽

（内面）

深鉢 (32.0) 
( O) （外面）撚糸文

並 普通
（内面） 5YR6/6燈

2 S!Ol 
34. （内面）ナデ （外面） 5YR6/6樟

深鉢つ
（外面）ナデ、沈線

並 普通
（内面） 5YR6/6積

3 S!Ol 
(2.75) （内面）ナデ、渦巻隆帯 （外面） 5YR6/6樟

深鉢
(6.2) （外面）半隆起線文、隆帯

並 不良
（内面） 5Y6/8槍

4 S!Ol 
（外面） 5Y6/8樫（内面）不明

深鉢 (43.0) 
（外面） RL縄文施文

並 良好
（内面） 5YR5/6明赤褐

5 S!Ol 
(5.3) （内面）ナデか？ （外面） 5YR6/6槍

深鉢つ
（外面）波状文、 LR縄文施文

並 普通
（内面） 2.5YR5/8明赤褐

6 S!Ol (2.75) （内面）ミガキ （外面） 7.5YR6/6樟

7 S!Ol 深鉢
（外面）隆帯渦巻文刻み

(2.9) （内面）ナデ 並 普通
（内面） 5YR6/6槍

（外面） 5YR6/6 ｛登

深鉢
（外面）撚糸文

並 不良
（内面） 10YR5/3にぶい黄褐

8 S!Ol 
(6.4) （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6櫨

9 S!Ol 深鉢 (12.4) 
（外面）沈線

(5.3) （内面）ナデ 並 普通
（内面） 7.5YR5/4にぶい褐

（外面） 5YR5/6明赤褐

深鉢
（外面）沈線、刻み目

密 良好
（内面） 7.5YR5/6明褐

10 S!Ol 
4.45 （内面）ナデ （外面） 2.5Y5/3黄褐

深鉢
（外面）ナデ、撚糸文

並 良好
（内面） 7.5YR5/6明褐

11 S!Ol (29.8) 
(8.3) （内面）ヨコナデ、ミガキ （外面） 7.5YR5/6明褐

12 S!Ol 深鉢 (31.8) 
（外面）撚糸文

並 普通
（内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

(8.5) （内面）ナデ、ミガキ （外面） 10YR7/6明黄褐

深鉢
（外面） RL縄文施文

並 普通
（内面） 7.5YR5/4にぶい褐

13 S!Ol (39.0) (26.4) （内面）ナデ （外面） 7.5YR5/6明褐

深鉢 (35.2) 
( 6) （外面）条痕

並 普通
（内面） 7.5YR6/6燈

14 S!Ol 
10. （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/8燈

15 S!Ol 深鉢 (44.8) 
（外面）沈線文、刺突文、綾杉状刻み目

(7.6) （内面）ナデ、ヨコナデ
密 良好

（内面） 10YR5/4にぶい黄褐色

（外面） 2.5Y4/2暗灰黄

深鉢
（ ） （外面）沈線、細沈線

並 普通
（内面） 10YR7 /6明褐黄

16 S!Ol 
6.2 （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6稽

深鉢
（外面）沈線

並 普通
（内面） 2.5YR5/8明赤褐

17 S!Ol 
(4.0) （内面）調整不明 （外面） 7.5YR6/6樟

深鉢
（外面）沈線、刺突

並 普通
（内面） 10YR6/6明黄樫

18 S!Ol 
(6.3) （内面）ミガキ （外面） 5YR6/8樟

i宋鉢
（外面）隆帯に刻み、隆起線、沈線

並 普通
（内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

19 S!Ol (7.05) （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/4にぶい樫

深鉢
（外面） LR縄文施文、沈線、刺突

密 普通
（内面） 2.5Y3/1黒褐

20 S!Ol 
(8.85) （内面）ミガ、キ、ナデ （外面） 10YR4/3にぶい黄褐

21 S!Ol 深鉢 (29.4) 
（外面）半隆起線文、 RL縄文施文

並 普通
（内面） 10YR4/4褐

(5.1) （内面）ナデ （外面） 10YR5/3にぶい黄褐

深鉢
5) （外面）刺突、沈線、隆帯

並 普通
（内面） 10YR6/2灰黄褐

22 S!Ol 
(4.6 （内面）ナデ （外面） 10YR8/4浅黄燈

深鉢
（外面）玉抱き三又文、沈線

並 普通
（内面） 2.5Y5/3黄褐

23 S!Ol 
(5.3) （内面）ミガキ、ナデ （外面） 2.5Y4/1黄灰

有孔鍔 （外面）隆起線
並 普通

（内面） 10YR7 /6明黄褐
24 S!Ol 

付土器 (4.6) （内面）ナデ （外面） 7.5YR7/6樟

25 S!Ol 深鉢
（外面）沈線、刺突、細沈線

(3.3) （内面）ナデ 並 普通
（内面） 10YR7 /4にぶい黄樟

（外面） 10YR7/4にぶい黄樟

深鉢
（外面）渦巻文、貝殻？刺突

並 普通
（内面〕 7.5YR5/4にぶい褐

26 S!Ol 
(6.2) （内面）ナデ、ミガキ （外面） 5YR6/6燈

27 S!Ol 深鉢 (28.6) 
（外面）ナデ

並 普通
（内面） 10YR5/4にぶい黄褐

(19.1) （内面）ナデ （外面） 10YYR4/4褐

28 S!Ol 深鉢
（外面）沈線、蓮華文、隆帯

(4.9) （内面）ナデ 並 普通
（内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR5/6明赤褐
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3 出土した遺物

Tab.3.3.2 遺物観察表（2) 遺構内出土遺物

No 遺構 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 胎土 焼成 色調
口径 底径 器局

（外面）隆帯、指頭押圧 （内面） 7.5YR7/6樫

29 SIOI 台付鉢 (2.5) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR6/4 fこぶい燈

（外面） RL縄文施文 （内面） 5YR6/6樟

30 SIOI 深鉢 32.4 (12.5) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 5YR6/6燈

（外面）ナデ、ケズリ （内面） 7.5YR7/6樫

31 SIOI 深鉢 (19.4) （内面）調整不明 並 良好 （外面） 5YR7/6燈

（外面）沈線絡条体 （内面） 7.5YR7/8黄燈

32 SIOI i架鉢 (19.5) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 2.5Y5/2暗灰黄

（外面）ナデ、撚糸文 （内面） 7.5YR5/4にぶい褐

33 SIOI i架鉢 (11.0) (3.0) （内面）ナデ 並 普通 （外面） IOYR5/3にぶい黄褐

（外面） RL縄文施文 （内面） IOYR7 /4にぶい黄燈

34 SIOI 深鉢 (9.8) (6.3) （内面）ナデ 密 良好 （外国） IOYR6/6明黄褐

（外面）縄文不明瞭 （内面） IOYR7/4にぶい黄燈

35 SIOI 深鉢 (10.4) (5.55) （内面） 並 普通 （外面） 7.5YR6/6樟

不明 （内面） 5YR6/8樟

36 SIOI 深鉢 13.0 (3.5) 組 普通 （外面） 5YR6/6槍

（外面）ケズリ （内面） 7.5YR5/3にぶい褐

37 SIOI 深鉢 (14.6) (4.1) （内面）ミガキつ 並 良好 （外面） 2.5Y5/3黄褐

（外面）ナデ （内面） 5YR5/6明赤褐

38 SIOI 台付鉢 (12.4) (5.2) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 5YR6/6稽

（外面）ミガキ （内面） IOYR5/2灰黄褐

39 SIOI 浅鉢 (6.0) (2.65) （内面）ミガキ？ 並 普通 （外面） 7.5YR6/4にぶい槍

（外面） RL絡条体 （内面） IOYR7 /4にぶい黄燈

40 SIOI 深鉢 (10.9) （内面）ナデ 並 普通 （外面） !OYR7 /4にぶい黄櫨

（外面）絡条体 （内面） !OYR7 /6明黄褐

41 SIOI 護 (22.5) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR5/4にぶい褐

未調整 （内面） IOYR6/4 fこぶい黄櫨

42 SIOI 深鉢 8.5 (3.6) 並 普通 （外面） IOYR5/3にぶい黄燈

げ半面）縄文施文、ナデ、網代圧痕（底部） （内面） IOYR7 /3にぶい黄槍

43 SIOI 深鉢 (8.1) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR7/6樟

（外面） LR単節縄文 （内面） 5Y6/6櫨
44 SIOI 深鉢 (11.9) (5.6) （内面）ケズリ 並 普通 （外面） 5Y6/6槍

『4ー『・、、司‘、、，：：a』 げ半面）ナデ （内面） IOYR5/3にぶい黄燈

45 SIOI チュア (5.6) (3.1) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR5/4にぶい褐
土器

（外面）圧痕（底部） （内面） IOYR6/6明赤褐

46 SIOI 深鉢 (11.6) (1.5) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR6/6樟

（外面）ナデ （内面） !OYR7/4にぶい黄樟

47 SIOI 深鉢 (11.6) (3.1) （内面）ナデ 並 普通 （外面） IOYR7 /6明黄褐

（外面） RL縄文施文、網代圧痕（底部） （内面） 7.5YR7/6樟

48 SIOI 深鉢 11.3 (7.7) （内面）ナデ 並 不良 （外面） 7.5YR7/6樟

（外面）沈線、隆帯、刻み、撚糸文 （内面） 7.5YR6/4にぶい樟

49 SK02 深鉢 48.2 12.0 52.0 （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR6/6櫨

（外面）ナデ、 RL縄文施文 （内面） 7.5YR5/6明褐

50 SK02 深鉢 (4.0) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR6/6樟

ー、、、ー一 （外面）縦横方向の撚糸文 （内面） IOYR3/2黒褐

51 SK06 チュア 4.9 (4.7) （内面）ナデ 並 普通 （外面） IOYR7 /6明黄褐

土器

（外面）ナデ、沈線文 （内面） IOYR6/4黄櫨

52 SK07 深鉢 (23.6) (5.7) （内面）ナデ 密 良好 （外面） IOYR6/4黄櫨
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第3章発掘調査の成果

Tab.3.3.3 遺物観察表（3) 遺構内出土遺物

遺構 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 胎土 焼成 色調No 
口径 底径 器局

底部の （外面）網代痕（底部） （内面） 7.5YR8/3浅黄櫨
53 SK07 (12.0) (1.1) （内面）調整不明 市且 普通 （外面） 7.5YR6/6燈

み

（外面）ナデ （内面） 10YR6/4にぶい黄燈
54 SK37 深鉢 (28.0) (11.7) （内面） 並 普通 （外面） 10YR3/l黒褐

（外面）条痕文 （内面） 7.5YR6/6燈
55 SK06 深鉢 (39.0) (28.9) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 10YR6/4にぶい黄樟

〔外面）刺突 （内面） 7.5YR6/6樫
56 SK21 深鉢 (2.1) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR6/6樫

（外面）渦巻文、刻み目 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨
57 SK37 深鉢 (3.9) （内面）ナデ 並 普通 （外商） 7.5YR7/6稽

（外面）沈線（擬蓮華文つ） （内面） 5YR6/8槍
58 SK37 深鉢 (4.3) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 5YR5/6明赤樫

（外面）沈線、撚糸文 （内面） 10YR7 /6明黄褐
59 SK37 深鉢 (6.3) （内面）ミガキ、ナデ 並 普通 （外面） 10YR2/1黒

（外面）縦位方向のLR縄文施文 （内面） 7.5YR6/6樟
60 SK07 深鉢 16.9 7.6 20.4 （内面） 並 普通 （外面） 7.5YR6/6澄

（外面）沈線、クシ歯状刺突 （内面） 5YR6/6燈
61 SK40 深鉢 (26.6) (8.15) （内面）ナデ、ミガキ 並 良好 （外面） 5YR6/6積

（外面）ナデ、指頭痕 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨
62 SK50 耳飾 2.15 2.15 1.9 （内面） 並 普通 （外面） 10YR6/4にぶい黄樫

台付 （外面）渦巻文、刻み目、 LR縄文 （内面） 10YR7/4にぶい黄樫
63 SK40 (29.8) (12.4) （内面）ケズリ、ナデ 並 良好 （外面） 10YR7/4にぶい黄樫

鉢つ

SP78 （外面）撚糸文、ナデ （内面） 5YR5/6明赤褐
64 深鉢 (14.0) (6.65) （内面）横方向のナデ 並 良好 （外面） 5YR6/6燈

SK72 

（外面）沈線、縄目押圧 （内面） 7.5YR6/6燈
65 SK73 i宋鉢 (22.2) (4.4) （内面）ナデ 並 良好 （外面） 7.5YR6/6樟

（外面）ミガキ （内面） 10YR2/1黒
66 SP26 浅鉢 (27.2) (4.9) （内面）ミガキ 密 良好 （外面） 10YR6/3にぶい黄樫

（外面）刺突、隆起線文、 LR縄文 （内面） 10YR7 /6明黄褐
67 SK72 深鉢 (5.4) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 5YR6/6稽

（外面） RL縄文施文（押圧） （内面） 10YR6/3にぶい黄櫨
68 SK20 深鉢 (8.0) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 10YR5/3にぶい黄褐

（外面）沈線、刻み （内面） 10YR8/4浅黄燈
69 SP35 深鉢 (6.8) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 10YR7/4にぶい黄樟

（外面）隆起線 （内面） 7.5YR7 /6燈
70 SP66 深鉢 (9.45) （内面）ナデ 並 普通 （外商） 10YR7 /4にぶい黄機

（外面）渦巻文 （内面） 2.5Y5/3黄褐
71 SP36 深鉢 (5.15) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 2.5Y5/3黄褐

（外面） LR縄文施文 （内面） 5YR6/6燈
72 SP53 深鉢 (5.2) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 5YR6/6積

（外面）隆帯、 LR縄文 （内面） 10YR6/6明黄褐
73 SP64 深鉢 (3.7) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 10YR6/4にぶい黄櫨

（外面）隆起線、刻み （内面） 5YR5/6明赤褐
74 SP54 深鉢 (12.4) （内面）ナデ後ミガキ 並 普通 （外面） 5YR5/6明赤褐

（外面）ナデ、 RL縄文 （内面） 7.5YR6/6槍
75 SP71 深鉢 (5.7) （内面）ナデ 並 普通 （外面） 7.5YR7/6槍

（外面）ナデ （内面） 7.5YR6/6槍
76 SP75 台付鉢 (4β） （内面）ナデ 並 良好 （外面） 5YR5/6明赤褐

（外面） RL縄文施文 （内面） 2.5Y6/4にぶい黄
77 SP51 深鉢 (37.2) (16.9) （内面）ナデ？（不明瞭） 並 普通 （外面） 2.5Y5/3黄褐
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3 出土した遺物

Tab.3.3.4 遺物観察表（4) 遺物包含層出土遺物

グリッド 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 胎土 焼成 色調No 
口径 底径 器高

78 lT 
有孔鍔付

19.2 (23.0) （外面）孔隆帯鍔 LR縄文
並

普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

土器 （内面）ナデ （外面） 5YR7 /4にぶい撞

（外面） LR縄文施文、ケズリ、ナデ、網代痕
普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

79 3T 深鉢 (29.8) (11的 並

（内面）ナデ
（外面） 7.5YR6/6樟

80 2T 深鉢 (33.4) 
（外面） LR縄文施文

並
普通 （内面〕 7.5YR7/6樟

(12.6) （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6樫

6T 深鉢 (35.3) 
（外面） RL縄文施文

粗
普通 （内面） 7.5YR5/4にぶい褐

81 (11.9) （内面）ナデ （外面） 10YR4/3にぶい黄褐

82 X = 55 Y=-45 深鉢 (37.0) (13.9) （外面）ナデ、 RL縄文施文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR6/6樫

（外面） 7.5YR6/6樟

83 X = 45 Y＝ー50 深鉢 (42.5) 
（外面）撚糸文

並
普通 （内面） 10YR6/6明黄褐

(22.6) （内面）調整不明 （外面） 10YR7/6明黄褐

84 X = 60Y＝ー50 深鉢 (23.8) (6.0) （外面）隆起線文、刺突

（内面）ナデ
密

普通 （内面） 10YR5/4にぷい黄褐

（外商） 10YR6/4にぶい黄檀

3T 
有孔鍔付 (4.2) （外面）沈線、隆帯

並
普通 （内面） 7.5YR6/6樫

85 土器 (31.8) 
（内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6燈

86 X = 50Y＝ー50 鉢 (11.9) (6.0) 
（外面） RL縄文施文、沈線

並
普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

10目7 （内面）ナデ （外面） 10YR6/4にぶい黄櫨

87 3T 深鉢 (34.0) 
(21.0) （外面）隆帯、眼鏡状突起、蓮華文、隆起線文

（内面）ナデ
並

良好 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR5/2灰黄褐

88 6T 深鉢 (35目4)
(32.2) （外面） RL縄文施文、隆帯、隆起線文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR6/8樟

89 3T 深鉢 (27.0) (21.0) （外面） RL縄文、刺突

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR5/6明赤褐

深鉢 (20.4) 
（外面） RL縄文施文

並
普通 （内面） 5YR5/6明赤褐

90 3T (21.5) （内面）ナデ （外面） 10YR7 /6明黄褐

（外面）ボタン状突起、隆帯、爪形文、隆起線
普通 （内面） 10YR6/6明黄褐

91 6T 深鉢 (37.8) (26.8) 渦巻文、蓮華文、三又文 並

（内面）ナデ
（外面） 10YR4/2灰黄褐

92 6T 浅鉢 (48.2) 
(11.5) （外面）沈線、円形の貼り付け、ミガキ、ナデ

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄檀

（外商） 10YR7/4にぶい黄櫨

93 4T 深鉢
（外面）無節縄文

並
普通 （内面） 10YR5/4にぶい黄褐

(3目6) （内面）ナデ （外面） 10YR5/4にぶい黄褐

94 X = 55 Y=-45 鉢
（外面） LR縄文施文

並
普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄積

(4.8) （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6檀

95 X = 60 Y=-50 鉢
（外面） RL縄文施文

並
普通 （内面） 2.5Y4/2暗灰黄

(4.1) （内面）ケズリ （外面） 2.5Y5/2暗灰黄

深鉢
（外面）撚糸文

並
普通 （内面） 7.5YR7/4樟

96 2T (4.5) （内面）ナデ （外面） 5YR5/6明赤褐

97 2T 深鉢
（外面）ナデ

並
普通 （内面） 5YR6/6燈

(5目1) （内面）ナデ （外面） 5YR6/6櫨

98 X=50Y~50 深鉢 (4.8) （外面） RL縄文施文、沈線

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

（外面） 7.5YR6/6種

99 3T 深鉢
(5.4) （外面）波状文、 RL縄文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR6/6樟

（外面） 7.5YR6/6樫

100 2T 深鉢
(5.9 （外面） LR縄文施文

並
普通 （内面） 2.5Y5/2暗灰黄

6.8) （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6樟

深鉢
（外面） LR縄文施文

並
普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

101 lT (4.8) （内面）ナデ （外面） 10YR4/1褐灰

102 X = 60 Y=-45 深鉢
（外面） RL縄文施文

並
普通 （内面） 7.5YR6/4にぶい糧

(7.5) （内面）ミガキ （外面） 7.5YR6/4にぶい樟
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第3章発掘調査の成果

Tab.3.3.5 遺物観察表（5) 遺物包含層出土遺物

グリッド 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 焼成 色調No 胎土
口径 底径 器高

103 X = 50 Y=-50 深鉢
（外面） LR縄文施文

並
普通 （内面） 5YR6/6檀

(10.0) （内面）ナデ （外面） 5YR5/6明赤褐

104 lT 深鉢
（外面） RL縄文施文

並
普通 （内面） 10YR4/2灰黄褐

(5.9) （内面）ナデ、ミガキ （外面） 10YR4/1褐灰

105 2T 深鉢 18目。
（外面）隆帯、隆起線文

並
普通 （内面） 7.5YR7/4にぶい檀

(6.0) （内面）ナデ （外面） 7.5YR7/4にぶい樟

106 X = 60 Y=-45 浅鉢
(3.8) （外面）隆起線文、ミガキ、ケズリ

（内面）ミガキ
並

普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR5/3にぶい黄褐

107 5T 鉢 (19.8) 
（外面） RL縄文施文

並
普通 （内面） 10YR5/3にぶい黄褐

(5.95) （内面）ケズリ （外面） 10YR5/3にぶい黄褐

108 3T 深鉢 (29.6) 
（外面）ナデ

並
普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄樟

(6.9) （内面）ナデ （外面〕 10YR6/4にぶい黄樫

109 6T 鉢 (5.8) 
（外面） RL縄文施文

並
普通 （内面） 7.5YR6/6櫨

(3.85) （内面）ナデ、ミガキ （外面） 7.5YR6/6檀

110 X=60Y=-45 浅鉢
（外面）ケズリ

並
普通 （内面） 7.5YR6/6檀

(3.45) （内面）ナデ （外面） 7.5YR6/6樟

X=55・60
浅鉢

（外面）ミガキ、ナデ
並

普通 （内面） 5YR2/1黒褐
111 Y=45 (6.4) （内面）ミガキ、ナデ （外面） 5YR5/8明赤褐

x = 55・60
深鉢 (25.2) 

（外面）隆起線文、絡条体圧痕
並

普通 （内面） 7.5YR5/6明褐
112 Y=-45 (6.4) （内面）ナデ、ミガキ （外面） 7.5YR5/4にぶい褐

113 6T 鉢 (13.6) (5.2) （外面）隆起線文、ナデ
（内面）ナデ

並
普通 （内面） 7.5YR6/4にぶい櫨

（外面） 7.5YR6/4にぶい樫

114 X = 55 Y=-50 鉢 (11.8) 
(5.55) （外面） LR縄文施文、沈線、ナデ

（内面）調整不明
並

普通 （内面） 2.5Y3/1泉褐

（外面） 10YR4/3にぶい黄褐

115 3T 鉢 (3.6) (3.5) げ1面）隆帯（波状）、 RL縄文施文
並

（内面） 10YR7 /4にぶい黄種

（内面）ナデ 普通 （外面） 10YR714にぶい黄種

116 6T 浅鉢？ (37.4) 
（外面）ミガキ

並
普通 （内面） 10YR5/2灰黄褐

(3.7) （内面）ミガキ （外面） 10YR4/l褐灰

117 X = 45 Y＝【50 深鉢
（外面）沈線、隆帯

並
普通 （内面） 7.5YR5/4にぶい褐

(3目6) （内面）隆帯 （外面） 7.5YR7/4にぶい褐

118 X=50Y=-50 小型鉢 (4.0) （外面）隆起線文
（内面）ナデ

並
普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄稽

（外面） 10YR6/4にぶい黄樫

119 6T 鉢
(3.1) （外面）東j突、沈線

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR2/1黒褐

120 lT 鉢
(3.2) （外面）沈線押圧文

並
（内面） 10YR4/2灰黄褐

（内面）ナデ 普通 （外面） 10YR4/1褐灰

121 X = 60Y=-45 浅鉢
（外面）隆起線文、 RL縄文施文

(5目O) （内面）ミガキ、ナデ 並
（内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

普通 （外面） 10YR7/3にぶい黄樫

122 6T 深鉢
(7.6) （外面）刺突、沈線、隆起線文

並
（内面） 7.5YR6/6樫

（内面）ナデ 普通 （外面） 7.5YR5/4にぶい褐

123 X = 60Y= 45 深鉢
(7 （外面）隆帯、刻み、隆起線文
.3) （内面）ミガ、キ、ナデ

並
不良 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面〕 10YR7/4にぶい黄積

124 5T 深鉢
(6.1) （外面）隆帯、沈線、刺突、 LR縄文施文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7/6明黄褐

（外面） 7.5YR7/6樫

125 X = 60 Y=-50 浅鉢
（外面）隆帯、隆起線文

並
普通 （内面） 2.5Y5/2暗灰黄

(4.7) （内面）ミガキ、ナデ （外面） 2.5Y5/2暗灰黄

x = 60・50 (10.3) （外面）隆帯、細沈線、渦巻文、ボタン状突起
並

普通 （内面） 10YR7/4 fこぶい黄樫
126 Y＝ー50 深鉢 （内面）ナデ （外面） 10YR7/4にぶい黄梅

127 6T 深鉢 (28.6) 
(13.6) （外面）隆起線文、蓮華文、隆帯、刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄樫

（外面） 10YR7/4にぶい黄檀

128 X苫 50Y＝ー50 深鉢
(6.5) （外面）隆帯、刻み、隆起線文

（内面）ミガキ、ナヂ
並

良好 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR7/4にぶい黄槍

129 X = 55 Y=-45 深鉢
（外面）隆起線文、 LR縄文施文、橋状突起

並
普通 （内面） 5YR5/6明赤褐

(5.4) （内面）ナデ （外面） 5YR6/8樟
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3 出土した遺物

Tab.3.3.6 遺 物観察表（6) 遺物包含層出土遺物

グリッド 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 胎土 焼成 色調No 
口径 底径 器高

130 3T 深鉢
(8.6) （外面）隆起線文、隆帯、刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR6/6明黄褐

（外面） 10YR4/2灰黄褐

131 X = 50 Y= 50 深鉢
(6.7) （外面）隆帯、刻み、沈線

（内面）
並

普通 （内面） 10YR5/3にぶい黄褐

（外面） 10YR6/3にぶい黄燈

132 2T 深鉢 (5.7) （外面）細隆起線文

（内面）ナデ
並

並Eヨよ温＂＇ （内面） 2.5Y5/2暗灰黄

（外面） 2.5Y8/3灰黄

133 6T 浅鉢
(5.7) （外面）玉抱き三叉文、渦巻文、 RL縄文施文

（内面）ケズリ、ミガキ
並

並巨ヨ河＂＂ （内面） 10YR6/3にぶい黄種

（外面） 10YR4/2灰黄褐

134 X = 60 Y=-45 浅鉢
(6.3) （外面）隆帯、刻み、隆起線文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 2.5Y6/4にぶい黄

（外面） 2.5YR5/2暗灰黄

135 X=50Y＝ー50 深鉢
(6.1) （外面）粘土貼付、隆起線文、隆帯、刻み

密
（内面） 10YR7 /6明黄褐

（内面） 普通 〔外面） 10YR6/4にぶい黄燈

x = 55・60 (4.0) （外面）隆帯、刻み、隆起線文
並

並Eヨ宮＂＂ （内面） 7.5YR6/6樟
136 Y=-45 深鉢 （内面）ナデ （外面） 5YR6/6樟

137 6T 深鉢 (3.4) （外面）沈線

（内面）ナデ
並

並巨ヨ温＂＂ （内面） 7.5YR5/6明褐

（外面） 7.5YR4/1褐灰

深鉢
(5.5) （外面）隆帯、隆起線文

並
（内面） 5Y5/6明赤褐

138 4T 
普通 （外面） 7.5YR5/4にぶい褐（内面）ナデ

lT 深鉢
（外面）沈線

並
普通 （内面） 7.5YR7 /6樫

139 (4.2) （内面）不明 （外面） 7.5YR7 /6樟

140 X=50Y＝ー50 深鉢 (15.5) 
(11.4) （外面）隆帯、指頭押圧、 RL縄文施文

（内面）ナデ
並

並＂＇l＂ロ1 （内面） 10YR7/4にぶい黄樫

（外面） 10YR7 /4にぶい黄櫨

深鉢
(5.2) （外面）隆得、刻み、沈線

並
（内面） 7.5YR7/6櫨

141 6T 
普通 （外面） 7.5YR8/4浅黄槍（内面）ナデ

142 X = 55 Y=-50 深鉢
(3.9) （外面）沈線、隆帯、刻み

（内面）ミガキ
並

普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR7 /4にぶい黄櫨

143 X = 50 Y=-50 深鉢 (19.8) 
(5.7) （外面）隆帯把手隆線

並
（内面） 7.5YR5/6明褐

（内面）ナデ 普通 （外面） 7.5YR5/4 fこぶい褐

144 X = 55 Y=-45 鉢
(53) （外面）沈線、刺突

（内面）ナデ
並

並巨ヨA買ill （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

（外面） 7.5YR6/6樟

145 X = 55 Y=-50 深鉢 (4.5) （外面）沈線、蓮華文

（内面）ナデ
並

良好 （内面） 7.5YR7/6樫

（外面） 7.5YR7 /6樟

146 X=60Y=45 深鉢 (5.3) （外面）沈線刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR5/3にぶい黄褐

（外面） 10YR7 /4にぶい黄褐

147 Xニ 60Y=-45 深鉢 (3.95) （外面）沈線押型文

（内面）ナデ
並

並巨ヨ軍＂＂ （内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR5/6明赤褐

148 X=50Y＝ー50 深鉢 (6.0) （外面）沈線刻み
並

（内面） 7.5YR7/6稽

（内面）ナデ 普通 （外面） 10YR6/4にぶい黄櫨

149 X = 50 Y=-50 深鉢 (6.6) （外面）隆線刻み 並
（内面） 5YR6/6槍

（内面）ナデ 普通 （外面） 7.5YR6/6樫

150 3T 深鉢
(7.60) （外面）隆起線文、 RL縄文

（内面）ナデ
並

並巨ヨ軍＂＂ （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR7/4にぶい黄樟

151 2T 深鉢 (8.3) （外面）隆起線文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7 /4にぶい黄樟

（外面） 10YR4/1褐灰

152 X = 60 Y=-45 深鉢
(5.45) （外面）隆帯、刻み、隆起線文

（内面）ナデ
密

良好 （内面） 2.5Y5/2暗灰黄

（外面） 2.5Y5/2暗灰黄

153 lT 深鉢 (5.85) （外面）刺突、沈線

（内面）ナデ
並

並匠ヨ~ （内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR6/6櫨

154 2T 深鉢
(5.7) （外面）隆帯、波状文、 RL縄文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR6/6槍

（外面） 7.5YR6/6燈

深鉢 (5.5) （外面）沈線、格子目文
並

（内面） 10YR5/2灰黄褐
155 5T 

普通 （外面） 10YR7 /4にぶい黄褐（内面）ナデ

156 X=60Y＝ー50 深鉢 (8.6) （外面）隆線爪型文
並

（内面） 5YR6/8樫

（内面）ナデ 主回立Z皿E （外面） 7.5YR6/6稽

157 2T 深鉢
（外面）沈線

並
普通 （内面） 7.5YR5/6明褐

(9.4) （内面）ナデ （外面） 7.5YR4/4褐灰
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第3章発掘調査の成果

Tab.3.3.7 遺物観察表 (7) 遺物包含層出土遺物

グリッド 器種
大きさ（cm)

調整・施文等 胎士 焼成 色調No 
口径： 底径 器高

158 x = 50 Yニ 50 深鉢
(17.5) （外面）隆帯刻み R撚糸文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR5/6黄褐

（外面） 7.5YR6/6樟

(7.3) （外面）隆起線文、沈線、刺突（三又文？）
（内面） 10YR6/4にぶい黄燈

159 6T 鉢 8.0 並 普通 ～ 10YR6/6明黄褐
（内面）ナデ

（外面） 5YR6/6樫

160 6T 深鉢 (7 .2) ( 11.8) （外面）ナデ、 RL縄文施文
（内面）ナデ

並
E斗王1旦マ （内面） 5YR6/8 f登

（外面） 5YR6/6燈

161 2T 深鉢
(19.4) （外面）隆起線文、ナデ

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7 /4にぶい黄樫

（外面） 10YR5/2灰黄褐

深鉢 (12.2) (32.8) （外面） RL縄文、ナデ、降帯、刻み 並
（内面） 7.5YR7/6櫨

162 3T 
普通 （外面） 10YR7 /4にぶい黄李登（内面）ナデ

163 X=55Y=45 浅鉢
(4.0) げ1面）ミガキ、ケズリ、ナデ

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR4/1褐灰

164 IT 深鉢
(5.7) （外面）沈線、 LR縄文施文

（内面）ナデ
並

並a軍).IE （内面） 7.5YR6/6燈

（外面） 7.5YR6/6樫

165 X=60Y=45 深鉢
(6.0) （外面）隆起線文、蓮華文、斜沈線

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄燈

（外面） 10YR7/4にぶい黄燈

166 x二 45Y= 55 瓶
(7.4) （外面）沈線蓮華文

（内面）ナデ
並

並巨ヨ三A百旦三 （内面） 2.5Y5/2暗灰黄

（外面） 5YR6/6鐙

167 X = 50 Y= 50 深鉢
(4.1) （外面）沈潜絡条体

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR5/2灰黄褐

168 4T 深鉢
(7.2) （外面） LR縄文施文、沈線、隆帯、刻み

（内面）ナデ
並

並Eヨ宣A旦三 （内面） 7.5YR5/6明褐

（外面） 7.5YR4/2灰褐

169 6T i策鉢
(5.75) （外面）沈線、蓮華文

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄燈

（外面） 7.5YR6/6樫

170 4T 鉢 (4.5) （外面）渦巻文
（内面）ナデ

並
並匠ヨ三λ百口三 （内面） 10YR7 /6明黄褐

（外面） 10YR6/6明黄褐

171 2T 深鉢
(6.3) （外面）隆起線文、刺突

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR6/6樟

（外面） 7.5YR6/6櫨

172 X = 45 Y= 50 深鉢
(5.5) （外面）渦巻文、沈線、刺突、 LR縄文施文

並
（内面） 10YR4/1褐灰

（内面）ナデ 主閏立三皿百 （外面） 7.5YR7/4 ~こぶい槍

173 X = 55 Y= 45 深鉢
(5.9) （外面）隆起線文、刺突、蓮華文、隆帯、刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR6/4にぶい黄櫨

（外面） 5YR5/6明赤褐

174 X=50Y=50 深鉢
(5.7) （外面）隆帯隆線渦巻文刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

（外面） 10YR6/4にぶい黄櫨

175 3T 深鉢
(8.95) （外面）渦巻文、隆起線文、短沈線

（内面）ナデ、ミガキ
並

普通 （内面） 5YR5/6明赤褐

（外面） 5YR6/6樟

176 3T 深鉢
(8.4) （外面）渦巻文、隆帯

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR6/6樟

（外面） 7.5YR7/6樫

深鉢
(11.2) （外面）渦巻文、隆起線文

並
（内面） 10YR7/4にぶい黄櫨

177 3T 
（内面）ナデ 普通 （外面） 10YR7 /4にぶい黄樫

178 X = 55 Y＝~45 深鉢
(6.0) （外面）隆帯隆線渦巻文刻み

（内面）ナデ
並

並Eヨ三人百口三 （内面） 2.5Y5/2暗灰黄

（外面） 10YR6/4にぶい黄櫨

179 X = 55 Y= 50 深鉢
(5.4) （外面）渦巻文、沈線、隆帯、刻み

並
（内面） 10YR4/l褐灰

（内面）ナデ 普通 （外面） 7.5YR7/4にぶい楼

180 3T 深鉢
(9.2) （外面）隆起線文、隆帯刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR6/6樫

（外面） 7.5YR6/6櫨

181 X = 60 Y=-45 深鉢
(10.9) （外面）隆帯隆線渦巻文刻み

（内面）ナデ
並

並Eヨlm （内面） 10YR5/3にぶい黄褐

（外面） 7.5YR6/6燈

182 6T 深鉢
(8.5) （外面）渦巻文、隆帯、刻み

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 5YR6/8樫

（外面） 5YR6/6樫

183 2T 深鉢
(5.3) （外面）渦巻文、隆帯、刻み

（内面）ナデ
並

並Eヨ三A百＂＇ （内面） 7.5YR5/6明褐

（外面） 7.5YR6/6明褐

184 X=60Y=50 深鉢
(5.6) （外面）突起（渦巻状）

（内面）ナデ
並

普通 （内面） 7.5YR7/6樫

（外面） 5YR6/6稽
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Tab.3.3.8 遺物観察表（8) 遺物包含層出土遺物

3 出土した遺物

No グリッド 色調器種
大きさ（cm)

口径 底径 器高
調整・施文等 胎土 焼成

185 2T 
ミニチュ

ア土器

有孔鍔付

土器

ミニチュ

ア土器

186 X = 45 Y= 45 

187 西トレ

188 2T 鉢

189 X = 50 Y＝ー50 深鉢

190 X=60Y＝ー50 深鉢

191 x = 50 y = 50 浅鉢

192 1 T 深鉢

193 6T 深鉢

194 1 T i実鉢

195 2T 深鉢

196 X = 60 Y＝ー50 深鉢

197 X = 55 Y=-45 深鉢

198 X = 60 Y=-45 深鉢

199 X = 60 Y=-45 深鉢

200 X = 45 Y=-50 深鉢

201 6T 深鉢

202 2T 深鉢

203 X=50Y＝ー50 台付鉢

204 撹乱b 台付鉢

205 X = 45 Y=-50 台付鉢

206 6T 台付鉢

207 xニ 60Y= 45 
有孔鍔付

土器

208 X = 45 Y＝ー55 円盤

209 表採 円盤

210 調査区内北側 耳飾

211 X=60Y=-45 耳飾

212 X=45Y=-55 
手担ね

粘土塊
並 普通 （外面） 10YR7/4にぶい黄燈

起
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面
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納
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J
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／
白
、
円
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oo 

(5.0) 

(4.0) 

4.5 

（外面）隆帯、刺突、隆起線文
(7.6) 

（内面）ナデ

（外面） LR縄文施文、隆起線文
(3.8) 

（内面）ナデ

(13.0) 
（外面）ナデ

(2.9) 
（内面）ナテ

（外面） RL縄文施文
(4.2) 

（内面）ナデ

（外面）ナデ、 LR縄文施文
(4.5) 

（内面）ナデ

（外面）ケズリ、網代圧痕（底部）

（内面）ナデ

（外面） LR縄文施文、網代痕（底部）

（内面）ナデ

(10.0) 

(14.0) 

(10.3) (3.85) 

(10.0) (7.60) 
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面
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例
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怖

併

納

併

怖

併

仰

俳

例

併

例

俳

仇

例

的

併

仇

羽

目

叫

刊

叫

川

町

町

4

D

川
町

η

η

β

l

旧

刊

向

い

σ
門

い

位

向

い

性

的
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内

い

さ

0
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I
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厚

径

心

径

ω

短
つ
山
短
乱

径
川
町
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長

あ

長

4

(10.8) 

(13.0) 

(13.2) 

(4.7) 

(8.0) 

(8.9) 

(8.4) 

(19β） 

2.1 
（外面）ナデ

1.5 
（内面）ナデ

（外面）ナデ
2.1 

（内面）ナデ

2.1 

3.1 3.1 

縦幅横幅

6.0 9.1 

厚さ
（外面）調整なし

4.1 
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並
（内面） 7.5YR6/6樫

普通
（外面） 7.5YR6/6樫

（内面） 10YR6/6明赤褐
普通

（外面） 10YR7/4にぶい黄燈

（内面） 10YR6/3にぶい黄櫨
普通

（外面） 10YR6/4にぶい黄燈

並

並

並
（内面） 5YR5/6明赤褐

普通

並

（外面） 5YR6/8燈

（内面） 10YR8/4浅黄櫨
普通

（外面） 10YR8/4浅黄燈

（内面） 10YR7/6明黄褐
普通

（外面） 10YR7 /4にぶい黄櫨

並買 （内面） 10YR6/4にぶい黄燈

回皿 （外面） 10YR6/3にぶい黄燈

（内面） 7.5YR6/6樟
普通

（外面） 5YR6/6樫

（内面） 7.5YR7/6樟
普通

（外面） 7.5YR7/6燈

並

並

並

並

並
並浦 （内面） 2.5Y6/3にぶい黄
Eヨ）.！！！

並

（外面） 2.5Y6/3にぶい黄

（内面） 10YR7 /6明黄褐
普通

（外面） 7.5YR7/6樟

（内面） 10YR7/4にぶい黄燈
普通

（外面） 10YR6/4にぶい黄櫨

並 E （内面） 10YR7/4にぶい黄燈
巨ヨ>m

並

並
（外面） 10YR5/4にぶい黄褐

（内面） 7.5YR6/6鐙
普通

（外面） 5YR6/6機

（内面） 10YR6/4にぶい黄燈
普通

（外面） 10YR4/3にぶい黄褐

並

並

並
（内面） 10YR7 /4にぶい黄櫨

普通
（外面） 10YR6/4にぶい黄樟

並
（内面） 7.5YR6/4 fこぶい櫨

普通
（外面） 7.5YR6/6燈

（内面） 7.5YR6/6樟
普通

（外面） 5YR5/6明赤褐

（内面） 5YR6/6槍
普通

（外面） 7.5YR6/6槍

（内面） 10YR7 /4にぶい黄槍
普通

（外面） 10YR6/3にぶい黄櫨

並軍 （内面） 10YR7/4にぶい黄燈

田店 （外面） 10YR7 /4にぶい黄樟

（内面） 7.5YR6/6樟
普通

並

並

並

並

並
（外面） 7.5YR6/6樟

並
（内面） 10YR7/3にぶい黄樟

良好
（外面） 10YR7/3にぶい黄櫨

並 E （内面） 10YR7 /4にぶい黄櫨

目店 （外面） 7.5YR6/6櫨

（内面） 10YR6/4にぶい黄槍
普通

（外面） 10YR7/3にぶい黄櫨

並

並

並
並三百 （内面） 7.5YR5/4にぶい褐
EヨA旦基

並

（外面） 7.5YR5/4にぶい褐

（内面） 5YR5/6明赤褐
普通

（外面） 5YR6/6検



第3章発掘調査の成果

Tab.3.3.9 遺物観察表（9) 石製品

No 出土層位 グリッド 遺構 器種

213 E層（下層） X60 Y50 石鍛

214 H層（下層） X60 Y45 ← 石嫉

215 E層（下層） X50 Y50 ー スクレイパー

216 E層 X60 Y 45 ー スクレイパー

217 覆土 SP40 スクレイパー

218 E層 X60 Y-45 石核

219 E層 調査区北部分 一 石核

220 E層 X45 Y 50 

221 覆土

222 H層（下層） X50 Y-50 

223 II層 調査区北部分

SP29 

石核

削器

（打製石斧の未製品）

打製石斧（石鍬）

打製石斧（石鍬）

224 II層 X50 Y 50 一 打製石斧

225 覆土 SPl 1 廃製石斧

226 覆土 SP12 石錘

227 覆士 SP37 石錘

228 覆土 SP37 石鍾

229 排土 石錘

230 E層 X60 Y 50 磨製石斧

231 E層 X55 Y-50 石錘

232 表採 石錘

233 底面 S!Ol 厳石

234 覆土 SP40 蔽石

235 II層 X55 Y 45 蔽石

236 E層・下層 X60 Y 45 蔽石

237 覆土 SP52 蔽石

238 覆土 SP40 敵石

239 覆土 SP29 蔽石

240 炉付近底面 S!Ol くぼみ石（蔽石）

241 覆士 SP40 厳石（磨石）

242 覆士 S!Ol 磨石・蔽石

243 排土 磨石

244 覆土 SP21 石棒
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規模（cm)
重量（ g) 石材

長さ 幅 厚さ

2.7 2.0 0.4 1.8 鉄石英

2.8 1.7 0.5 2.0 凝灰岩

4.8 3.0 1.2 12.1 鉄石英

5.9 4.1 0.9 21.9 頁岩

4.7 4.5 1.3 26.5 凝灰岩

5.9 2.5 2.9 20.5 頁岩

3.9 3.3 2.1 24.0 頁岩

8 7.5 4.9 348.4 鉄石英

16.1 8.2 2.3 329.8 砂岩

16.8 6.7 2.7 333.4 安山岩

15.4 7.1 2.2 293.3 砂岩

12.2 9.1 2.8 354.9 安山岩

11.3 6.3 2.7 368.3 蛇紋岩

5.4 4.2 1.3 42.3 凝灰岩

4.9 4.1 1.5 37.9 凝灰岩

5.6 4.5 2.0 76.7 安山岩

6.5 5.1 2.0 95.6 安山岩

6.9 6.0 2.2 142.2 蛇紋岩

7.0 4.3 2.0 78.6 凝灰岩

7.1 4.0 2.3 94.2 凝灰岩

13.3 4.0 3.4 309.1 凝灰岩

12.9 5.0 3.4 376.7 凝灰岩

12.3 6.7 3.4 432.3 凝灰岩

18.2 7.7 7.2 1766.5 安山岩

19.0 9.9 5.8 1639.0 凝灰岩

21.3 10.2 6.6 2126.7 凝灰岩

17.5 16.7 5.1 2099.3 砂岩

7.1 11.0 2.9 374.9 砂岩

11.3 10.2 5.4 884.1 砂岩

9.4 19.8 4.7 1405.2 凝灰岩

12.1 8.6 4.4 740.4 凝灰岩

33.0 20.0 13.8 16100.0 花両岩



1 木製品の自然科学分析

第4章 自然科学分析の成果
The result of natural science analysis 

パリノ・サーヴ、エイ株式会社＊

1 遺構の年代（放射性炭素年代測定） 代であるO 暦年較正は、貼DI AR酬 CALIB貼TIO

1. 試料

試料は、 SIOlより出土した炭化材2点（SIOlNo. 2一括土

器下炭化物①、 SOl炉よこ土器集中②）と、土坑（SK37）から

出土した炭化材 l点（SK37炭化物③）である。これらの炭

化材試料は、いずれも小破片（最大長l～ 2cm程度）である。

2. 分析方法

試料に土壌や根などの目的物と異なる年代を持つものが

付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄など

により物理的に除去する。その後HClによる炭酸塩等酸

可溶成分の除去、 NaOHによる腐植酸等アルカリ可溶成分

の除去、 HClによるアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸

可溶成分の除去を行う（酸・アルカリ・酸処理）。試料をパイ

コール管に入れ、 lgの酸化銅（II）と銀箔（硫化物を除去す

るため）を加えて、管内を真空にして封じきり、 500℃（30

分） 850℃（2時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エ

タノールの温度差を利用し、真空ラインにて C02を精製

する。真空ラインにてパイコール管に精製した C02と鉄・

水素を投入し封じ切る。鉄のあるパイコール管底部のみを

650℃で 10時間以上加熱し、グラファイトを生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 lmm

の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、

測定する。測定機器は、 3MV小型タンデム加速器をベー

スとした 14CAMS専用装置（NECPelletron 9SDH-2）を使

用する。 AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局

(NIST）から提供されるシュウ酸（HOX-II）とパックグラウ

ンド試料の測定も行う。また、測定中同時に 13C/12Cの

測定も行うため、この値を用いてo13Cを算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBYの半減期 5,568年を使用

する。また、測定年代は 1,950年を基点とした年代（BP)

であり、誤差は標準偏差（OneSigma;68%）に相当する年

＊干1030023東京都中央区日本橋本町 110 5 

PROGRAM CALIB REV6.0 (Copyright 1986 2010 M Stuive r 

and P J Reimer）宅E用い、誤差として標準偏差（OneSigma）を

用いる。暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減

期が 5,568年として算出された年代値に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C濃度の変

動、及び半減期の違い (14Cの半減期5,730± 40年）を較正

することである。暦年較正は、 CALIB6.0のマニュアルに

したがい、 1年単位まで、表された同位体効果の補正を行っ

た年代値を用いて行う。暦年較正については、北半球の大

気中炭素に由来する較正曲線を用い、暦年較正結果は 0

・2a (aは統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、 2aは

真の値が95%の確率で存在する範囲）の値を示す。また、表中

の相対比は、。、 2aの範囲をそれぞれ 1とした場合、そ

の範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したもので

ある。

3.結果および考察

( 1 ）放射性炭素年代測定

SIOlおよびSK37から出土した炭化材の同位体効果に

よる補正を行った測定結果（補正年代）は、 SIOlNo. 2一

括土器下が 4,400± 20yrBP、SIOl炉よこ土器集中が

4,360土30yrBP、SK37炭化物が 4,200± 30yrBPを示

すσab.4.1.1）。これらの補正年代に基づく暦年較正結果（o)

は、 SIOlNo. 2がcalBC3,084-calBC 2,931、SIOl炉よこ

がcalBC3,011 -calBC 2,918、SK37がcalBC2,881-calBC 

2,708である（Tab.4.12）。

以上の暦年較正結果を参考とすると、 SIOlの恥 2一括

土器下と炉よこ土器集中の炭化物は概ね同時期の資料と

推定され、 SK37の炭化物は SIOl試料よりもやや新しい

資料と考えられる。また、これらの3試料が示した年代は、

小林編著（2008）によると、縄文時代中期中頃～後期初頭

とされる。
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Tab.4.1.1 放射性炭素年代測定結果

試料 補正年代 8 13C 測定年代 測定機関

遺構名／サンプル名 性状
樹種

(yr BP) （%。） (yr BP) Code No. 

S!Ol No.2一括土器下炭化物 炭化材 クリ近似種 4 400士20 -24.97 ± 0.36 4,400 ± 20 IAAA-110862 

S!Ol炉よこ土器集中炭化物 炭化材 クリ近似種 4 360土 30 -24.46 ± 0.49 4,390 ± 30 IAAA-110863 

SK37炭化物 炭化材 オニグルミ 4,200 ± 30 -24.28士0.49 4,180 ± 30 !AAA 110864 

Tab.4.1.2 暦年較正結果

補正年代
測定機関

試料名 （暦年較正用） 暦年較正年代（cal) 相対比
Code No. 

(yr BP) 

S!Ol 4,397土 24 。 cal BC 3 084 cal BC 3,065 calBP5034 5015 0.209 IAAA-110862 

No. 2一括土器下 cal BC 3,028 cal BC 3,007 cal BP 4 978 4 957 0.224 

炭化物 cal BC 2,988 cal BC 2,931 cal BP 4 938 4 881 0.566 
（炭化材；クリ近似種）

2σ cal BC 3,091 cal BC 3,042 cal BP 5 041 4 992 0.267 

cal BC 3 039 cal BC 2 923 cal BP 4 989 4 873 0.733 

S!Ol 4,361土 26 。 cal BC 3 011 cal BC 2 977 cal BP 4 961 -4 927 0.455 !AAA 110863 

炉よこ土器集中 cal BC 2 966 cal BC 2 948 cal BP 4 916 -4 898 0.204 

炭化物 cal BC 2 944 cal BC 2 918 cal BP 4 894 4 868 0.341 
（炭化材；クリ近似種）

2 a cal BC 3 081 cal BC 3 068 cal BP 5 031 5 018 0.036 

cal BC 3,026 -cal BC 2,907 cal BP 4 976 4 857 0.964 

SK37炭化物 4,195 ± 25 。 cal BC 2,881 -cal BC 2,862 calBP4831 4812 0.247 !AAA 110864 

（炭化材，オニグ、ルミ） cal BC 2 807 cal BC 2 758 cal BP 4 757 4 708 0.650 

cal BC 2 71 7 cal BC 2 708 cal BP 4 667 4 658 0.103 

2 a cal BC 2,890 cal BC 2,848 cal BP 4 840 4 798 0.260 

cal BC 2 842 cal BC 2 841 cal BP 4,792 -4,791 0.003 

calBC2813 calBC2738 cal BP 4 763 4 688 0.555 

cal BC 2 731 cal BC 2 692 cal BP 4,681 -4,642 0.168 

cal BC 2 688 cal BC 2 679 cal BP 4,638 -4,629 0.015 

2 古植生および植物利用 円～亜角状の醸が混じる。基本土層Hは 18cm× 8cm×

7cmの柱状で採取されていたが、本来の形状を保ってお

らず採取時の状態（堆積構造など）の観察には至らなかっ

た。当試料は、黒褐色を呈する泥分が混じる中粒砂からな

り、最大径 1.Scmの亜円～亜角状をなす岩質喋が混じる。

SK37は、暗褐色を呈する泥分が混じる細粒砂である。

1. 5式料
試料は、 SIOlや SK37から採取された土壌と炭化物（炭

化材）、さらに基本土層から採取された土壌である。

以下に、試料の概要を記す。

( 1 ）土壌

土壌試料は、 SIOlの炉内から採取された土壌（S!Ol炉内

部； A）と調査区北東端の堆積層より採取された土壌（基本

層序II; B）、 SK37から採取された土壌（SK37;C）の 3点で

ある。これらの試料の観察では、 SIOl炉内部は暗褐～黒

褐色を呈する泥分が混じる砂（細粒～中粒砂）からなり、亜
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( 2 ）炭化材

炭化材試料は、上述した放射性炭素年代測定に供した炭

化材片より分割した 3試料と、 SIOl炭化物（識別コード a)

より別途抽出した炭化材 2点、さらに上記した SIOl炉内

部の水洗選別（土壌約 1,000gを対象）により検出した炭

化材3点の計8点である。



1 木製品の自然科学分析

本項目では、上記した試料のうち土壌を対象に花粉分析、 下、機動細胞珪酸体）を、近藤（2010）の分類を参考に同定し、

微粒炭分析、植物珪酸体分析を、炭化材を対象に炭化材同 計数する。

定を実施する。 分析の際には、分析試料の乾燥重量、フ。レパラート作

成に用いた分析残誼量を正確に計量し、堆積物 lgあたり

2.分析方法 の植物珪酸体含量（同定した数を堆積物 lgあたりの個数に換算）

( 1 ）花粉分析・微粒炭分析 を求める。

試料 IOccを正確に秤り取り、水酸化カリウムによる泥 結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、各分

化、師別、重液（臭化亜鉛，比重2.3）による有機物の分離、フッ 類群の含量は 100単位として表示し、 100個lg未満は「＜

化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9, 100」と表示する。また、各分類群の植物珪酸体含量につ

濃硫酸 1の混合液）処理による植物遺体中のセルロースの分 いて検討するために、植物珪酸体含量の層位的変化を図示

解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。処 する。

理後の残漬を定容してから一部をとり、グリセリンで封入

してプレパラートを作成し、 400倍の光学顕微鏡下でプ

レパラート全面を走査して、出現する全ての種類を対象に

200個体以上同定・計数する（化石の少ない試料ではこの限り

ではない）。

同定は、当社保有の現生標本や島倉（1973）、中村（1980)

などを参考にする。

微粒炭分析は、花粉プレパラート内に残存するものを対

象とし、同定基準は山野井（1996）、井上ほか（2002）な

どを参考にする。計数は、山野井（1996）などを参考にし、

長径が約 20μm以上の微粒炭を対象とし、それ以下のも

のは除外する。

結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。微粒炭

含量は、山野井（1996）などを参考とし、分析土壌量（cc）、

分析残誼量（ml)、プレパラート作成量（ μI)を測定し、

堆積物 leeあたりに含まれる個数を一覧表に併せて示す。

( 3）炭化材同定

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾目（放射断面）・

板目（接線断面）の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を

観察し、その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合

研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同

定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）や

Wheeler他（1998）を参考にする。また、日本産木材の組

織配列については、林 (1991)や伊東（1995,1996,1997,199 

8,1999）を参考にする。

3. 結果

( 1 ）花粉分析

結果を Tab.4.2.1に示す。分析に供された 3試料は、い

ずれも花粉化石の産出状況が悪く、定量解析に有効な個体

この際、有効数字を考慮し、 10の位を四捨五入して 100 数は得られなかった。また、花粉化石は、花粉外膜が破損・

単位に丸める。 溶解しているなど保存状態が悪いものが多い。

( 2）植物珪酸体分析 検出された花粉化石についてみると、 SIOI炉内部およ

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液 び基本層序Eは、木本花粉ではマツ属や、ニレ属ーケヤキ

分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）の順に物理・ 属、草本花粉のイネ科が、 1～ 2個体確認されたのみで

化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカ ある。

パーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラッ SK37は、他の 2試料と比較すると花粉化石が多く検出

クスで封入してプレパラートを作製する。 400倍の光学 され、木本花粉の割合が高い。木本花粉では、マツ属、コ

顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科葉部 ナラ属コナラ亜属がやや多く、モミ属、クルミ属、ハンノ

（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短 キ属、ニレ属ーケヤキ属、キハダ属、ウルシ属、トチノキ

細胞珪酸体）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以 属、タニウツギ属が検出される。また、草本花粉は、イネ
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科、カヤツリグサ科、セリ科、ヨモギ属が検出される。

( 2）微粒炭分析

微粒炭含量は、 SIOl炉内部が約 41,400個 Ice、基本層

序Eが約 18,100個Ice、SK37が約 39,100個Iceである

(Tab.4.2.1）。確認された微粒炭には、木材組織である分野

壁孔とみられる特徴を有するものが認められたが、大部分

が不明に属するものである。また、微粒炭中には斜めから

光を当てると光沢を示すが、典型的な微粒炭と比べ透過光

在通すことから、完全に炭化していないものも含まれると

考えられる。

( 3 ）植物珪酸体分析

結果を Tab.4.2.2、Fig.4.2.1に示す。各試料から検出さ

れる植物珪酸体は少なく、概して保存状態も悪い。

SIOl炉内部は植物珪酸体含量が低く、 800個lg程度で

ある。タケ亜科、ヨシ属、ススキ属などがわずかに検出さ

れる程度である。

基本層序Eの植物珪酸体含量は 3,300個lgである。タ

ケ亜科、ヨシ属、ススキ属が認められるが、多くは短細胞

由来の不明である。

SK37の植物珪酸体含量は 3試料中で最も低く、 400個

lg程度である。タケ亜科やススキ属などが認められるの

みである。

( 4）炭化材同定

結果を Tab.4.2.3に示す。炭化材は、広葉樹 4分類群

（オニグルミ、クリ、エノキ属、ケヤキ）に同定されたd 以下に、

各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・オニグ、ルミ (Juglansmandshurica Maxim. subsp. 

sieboldiana (Maxim.) Kitamura) クルミ科クルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または 2-3個が

放射方向に複合して散在し、年輪界に向かつて径を漸減さ

せる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織はほぼ同性、 1-3細胞幅、 1-40細胞高。

－クリ（Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔園部は 34列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、

1-15細胞高。

なお、小片で年輪界が認められず、組織がよく似たコナ
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ラ節の可能性がある試料については、クリ近似種とした0

・エノキ属（Celtis) ニレ科

試料は、早材部から晩材部への移行部付近で、早材部の

始めや晩材部、年輪界を欠く。道官は単独または 2-6個

が塊状に複合して散在する。道官は単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列、小径の道管内壁にはらせん肥厚が認められ

る。放射組織は異性、 1-6細胞幅、 1-50細胞高で鞘細胞

が認められる。

・ケヤキ（Zelkovaserrata （百mnb.)Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔園部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋様状あるいは

帯状に配列し、年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-6細胞幅、 1-50

細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認めら

れる。

Tab.4.2.1 花粉分析－微粒炭分析結果

SIOl炉内部基本層序H SK37 
種類 A B c 
木本花粉

モミ属

マツ属 2 11 

クルミ属 2 

ハンノキ属

コナラ属コナラ亜属 21 

ニレ属ケヤキ属

キハダ属

ウルシ属 4 

トチノキ属 5 

タニウツギ属 7 

草本花粉

イネ科 2 4 

カヤツリグサ科

セリ科

ヨモギ属 2 

不明花粉

不明花粉 8 
シ夕、類胞子

シ夕、類胞子 3 16 
メE三コ、 三ロLI 

木本花粉 2 2 54 

草本花粉 2 。 8 

不明花粉 。 。 8 

シダ類胞子 。 3 16 

合計（不明を除く） 4 5 78 

leeあたりの微粒炭量［個］ 41,400 18,100 39,100 



Tab.4.2.2 植物珪酸体含量

SIOl炉内部基本層序H SK37 
分類群 A B c 
イネ科薬部短細胞珪酸体

タケ亜科 100 600 く100

ヨシ属 100 100 

ウシクサ族ススキ属 く100 100 <100 

不明 400 2100 く100

イネ科葉身機動細胞珪酸体

タケ亜科 100 <100 

不明 く100 200 100 

合計

イネ科葉部短縮胞珪酸体 700 3000 200 

イネ科葉身機動細胞珪酸体 <100 400 200 

植物珪酸体含量 800 3300 400 

4.考察

基本層序および遺構覆土試料（SIOl炉内部、 SK37）は、

花粉化石・植物珪酸体のいずれも産状が悪く、保存状態も

不良で、あった。花粉化石は、一般的に花粉やシダ類胞子の

堆積した場所が、常に酸化状態にあるような場合、花粉は

酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている（中

村，1967；徳永・山内，1971；三宅・中越，1998など、）。また、植物

珪酸体も、土壌の風化によって溶解する可能性が指摘され

ている（近藤，1988）ほか、 pH値が高い場所や乾湿を繰り

返すような場所では風化が進みやすいと考えられている（

江口，1994;1996）。本遺跡の立地を考慮すると、検出された

微化石は堆積後の経年変化の影響を受けていると考えられ

る。

わずかに産出した木本花粉についてみると、モミ属、マ

ツ属などの針葉樹、コナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹

林要素、キハダ属、ウルシ属、タニウツギ属などの林縁要

素、クルミ属、ハンノキ属、ニレ属 ケヤキ属、トチノキ

属などの河畔林・湿地林要素が認められた。

木製品の自然科学分析

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体
「「
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乾土lgあたりの個数で示す。 0・は100個未満を示す。

Fig.4.2.1 植物珪酸体含量

として利用した可能性がある。さらに、クリやケヤキは強

度が高い木材であることから、部材などとして利用された

ことも想定される。

次に、草本類についてみると、イネ科（タケ亜科、ススキ

属を含む）、カヤツリグサ科、セリ科、ヨモギ属などの花粉

および植物珪酸体が確認された。これらは、いずれも明る

く開けた場所に群落を形成する種類在含むことから、 1ID互

の草地環境を反映していると考えられる。

なお、微粒炭分析の結果を見ると、 SIOl炉内部が約

41,400個 Ice、SK37が約 39,100個Iceであるのに対し、

基本層序 IIが約 18,100個Iceとやや低い値を示した。土

壌中に含まれる微粒炭は、人間活動と密接に関係している

ことが指摘されており（例えば安田，1987：，山野井，1996；井上ほ

か，2002）、今回の対照結果を考慮すると、微粒炭含量の差

異は遺構の用途を反映している可能性がある。

また、 SIOl炉内部や SK38から出土した Tab.4.2.3 炭化材同定結果

炭化材には、河畔林・渓谷林を構成する落 試料名 樹種

葉高木のオニグ、ルミ、二次林や河畔林など SIOl No.2一括土器下 クリ近似種

に生育する落葉高木のクリ、エノキ属、ケ SIOl炉よこ土器集中 クリ近似種

オニグルミヤキが確認された。これらの結果から、遺

跡周辺には二次林や河畔林などの林分が分

布したと推定され、これらの樹木が燃料材

SK37炭化物

SIOl炭化物 クリ（1）、ケヤキ（1)

SIOl炉内部土壊サンプルクリ近似種（2）、エノキ属 (1)

備考

放射性炭素年代測定試料

放射性炭素年代測定試料

放射性炭素年代測定試料
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第4章埋化学的分析の成果

1.マツ属（SIOl炉内部；A)

3.タニウツギ属（SK37;C) 

5.トチノキ属（SK37;C) 

7.微粒炭の状況（SIOl炉内部；A)

7 

2.コナラ属コナラ亜属（SK37;C) 

4.ワルシ属（SK37;C) 

6.イネ科（SK37;C) 

8.微粒炭の状況（基本層序II;B) 
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Fig.4.2.2 花粉化石 微粒炭



1.オニグノレミ（SK37炭化物；③）

2.クリ（SIOl炭化物；a)

3.エノキ属（SIOl炉内部；A)

a：木口，b：柾目， c：板目

木製品の自然科学分析

・・・・・・・・・ 200μ m.a 

・・・・・・・・・ 200μm:b,c

Fig.4.2.3 炭化材（1) 
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9 10 

200 μ m 200 μ m 50 μ m 50 μ m ．．．．．．．． 
(4a) (4b, c) (5-7) (8 10) 

4.ケヤキ（SIOl炭化物；a)a：木口，b：柾目， c：板目 5タケ亜科短細胞珪酸体（基本層序II;B) 

6.ヨシ属短細胞珪酸体（基本層序II;B) 7.ススキ属短細胞珪酸体（基本層序II;B)

8.タケE科機動細胞珪酸体（基本層序II;B) 9プレパラート内の状況（鉱物粒子が散在） (SIOl炉内部；A)

10.プレパラート内の状況（鉱物粒子が散在） (SK37; C) 

Fig.4.2.4 炭化材（2）・植物珪酸体
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3 基本層序および遺構覆土
の土壌特性

1. 試料

試料は、上述した II.で用いた土壌3点（SIOl炉内部； A、

基本層序II; B、SK37;C）である。本項目では、基本層序より

採取された土壌を対照として SIOl炉内およびSK37埋積

物の土壌の特性について、検討を行った。

2. 分析方法

1 木製品の自然科学分析

れら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの

リン酸含量 CP205mg/g）とカルシウム含量（CaOmg/g）を求

める。

3.結果および考察

結果をTab.4.3.1に示す。野外土性（ペドロジスト懇談会

編，1984）は、基本層序HがSCLC砂質埴壌土）、 SIOl炉内部

およびSK37がSLC砂嬢土）と砂質な土壌である。土色は

10YR2/1黒色～ 10YR2/2黒褐色である。

腐植含量は、 SIOlが 1.28%、基本層序 Eが 2.16%、

腐植含量はチューリン法（土壌標準分析・測定法委員会，1986) SK37が 1.60%であり、土色から判断すると腐植が少ない。

で、リン酸含量は硝酸・過塩素酸分解ーパナドモリブデン リン酸含量は、 SIOlが3.09mg/g、基本層序Eが3.07mg/

酸比色法、カルシウム含量は硝酸・過塩素酸分解ー原子吸 gと多く、 SK37は2.34mg/gと少ない。カルシウム含量

光法でそれぞ、れ行った。以下に各項目の操作工程を示す。

( 1 ）分析試料の調製

試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mmの簡でふるい分

けをする。この師通過試料を風乾細土試料とし、分析に供

する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、 0.5mm

簡を全通させ、粉砕土試料を作成する。風乾細土試料につ

いては、 105℃で4時間乾燥し、分析試料水分を求める。

( 2）腐植含量

は、 SIOlが2.48mg/g、基本層序Eが2.21mg/g、SK37

が 1.65mg/gである。土性が砂質土であることを考慮する

と、ややリン酸含量が高い。

土壌特性の検討として測定した項目のうち、リンは生物

にとって主要な構成元素であり、動植物中に普遍的に含ま

れる元素であるが、特に人や動物の骨や歯には多量に含ま

れる。生物体内に蓄積されたリンはやがて土壌中に還元さ

れ、土壌有機物や土壌中の鉄やアルミニウムと難溶性の化

粉砕土試料0.2000～ 0.2500gを lOOml三角フラス 合物を形成する。特に活性アルミニウムの多い火山灰土壌

コに正確に秤りとり、 0.4Nクロム酸・硫酸混液 lOmlを ではリン酸の固定力が高いことが知られている。なお、土

正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5分間煮沸す 壌中に含まれるリン酸の給源としては、土壌腐植の元とな

る。冷却後、 0.2%フェニルアントラニル酸液を指示薬に る植物遺体などが主なものである。そのため、土壌中のリ

0.2N硫酸第 l鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値およ ン酸含量と腐植含量は類似した推移を示す傾向があり、腐

び加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量

(Org C乾土%）を求める。これに 1.724を乗じて腐植含量（%）

を算出する。

( 3）リン酸、カルシウム含量

粉砕土試料1.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、

はじめに硝酸（HN03）約 5mlを加えて加熱分解する。

放冷後、過塩素酸（HC104）約 lOmlを加えて再び加熱分解

を行う。分解終了後、水で lOOmlに定容してろ過する。

ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分

植含量が高いほどリン酸含量も高くなる。カルシウムは、

日本のように土壌が酸性化しやすい環境では、土壌の負荷

電に引きつけられるカルシウムイオンが塩基溶脱作用によ

り溶脱しやすい元素であることが知られている。ただし、

多量の腐植が供給される層位では、カルシウムと安定的な

結合が起こり、カルシウム含量が多くなる。

土壊中に普通に含まれるリン酸含量、いわゆる天然賦存

量については、いくつかの報告事例（Bowen,l 983;Bolt ・ Brugge 

nwert,1980；川崎ほか，1991；天野ほか，1991）があり、これらの

光光度計によりリン酸 CP20s）濃度を測定する。別にろ液 事例から推定される天然賦存量の上限は約 3.0P205mg/ g 

の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子 程度である。また、人為的な影響（化学肥料の施用など）を

吸光光度計によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。こ 受けた黒ボク土の既耕地では 5.5P205mg/gC川崎ほか，1991)

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月 71 



第4章理化学的分析の成果

Tab.4.3.1 土壌理化学分析結果

名称 土性 土色
腐植含量 P20s Cao 

（%） (mg/g) (mg/g) 

SIOl炉内部土壌サンプル SL 10YR2/2 黒褐 1.28 3.09 2.48 

基本層序H SCL 10YR2/1 黒 2.16 3.07 2.21 

SK37 SL 10YR2/2 黒褐 1.60 2.34 1.65 

土色マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による。

土性土壌調査ハンドブック（ベドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。

SL；砂壌土（粘土O～15%、シルト O～35%、砂防～85%)

SCL:，砂質埴壊土（粘土 15～25弘、シルト O～2口%、砂5～85%)

という報告例がある。カルシウムの天然賦存量は普通 l

～ 50Ca0mg/g C藤貫，1979）と言われ、含量幅がリン酸よ

りも大きい。そのため絶対量による評価は難しいが、骨片

が残存するような状況においてはリン酸に追従した含量の

変化が見られるため、遺体痕跡を検証する上での補助とな

る。

本遺跡の土壌特性についてみると、基本層序Hは、腐植

含量が約 2%、リン酸含量が約 3mg/gであり、上述した

天然賦存量と同程度である。ただし、砂質土壌であるこ

とを考えるとやや高い値と言える。カルシウム含量は約

2mg/gであり、こちらも天然賦存量の範囲内にあり、と

りわけ高い値とはいえない。

SIOl炉内部土壌は、基本層序Eと比較すると腐植含量

が低い。両試料に認められた土性と土色の違いは、腐植含

量の差から起きたと考えられる。リン酸含量とカルシウム

含量は、同程度の値を示すことから、 SIOl炉内部土壌に

リン酸やカルシウムが多く富化された状況を示唆すること

は困難である。次に、 SK37は、基本層序Hと比較すると

腐植含量、リン酸含量、カルシウム含量のいずれも低い。

SK37もリン酸やカルシウムの富化を支持することはでき

ないため、動物遺存体や植物遺体などが埋積された可能性

は低い。
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第5章

(1)竪穴建物

初登、

fflll＇、 J苦

〔発掘成果〕 竪穴建物が2棟（SI01・Sl84）見つかった。

SI01は縄文時代中期中葉の上山田・天神山式を主体と

する。 Sl84は遺物を伴わないが、切り合い関係から

SI01に先行することが判明した。

過去の調査事例と比べると、調査面積当たりの建物

数は少ない。長軸 5.23m・短軸 4.02mという SIOlの

規模は、既往の調査で llmを超える規模の建物跡（1974

年調査・第4号住居跡）があるので決して大きい部類では

ない。北陸の縄文中期の竪穴建物では標準的な規模と

いえる。

また SIOlからは石組炉が見つかった。これは長方

形の単式石組炉である。これまで本遺跡では地床炉も

あるが、長方形の石組炉が卓越するので、 SIOlの炉は

本遺跡では一般的な在り方の炉型式といえる。

これまで本遺跡は出土土器量が膨大で、建物内から

完形品が出土することが多く、いわゆる「吹上パター

ン」を示す事例も過去に報告されているが、今回は比

較的完形に近い土器の出土は少なかった。

以上、建物に閲して特殊性や特徴的な事象は見ら

れない。注目すべき成果は放射性炭素年代測定の結果

である。 SIOlの土器下と炉の脇の土器集中箇所から

検出された炭化物を測定したところ、① ca!BC3,084-

ca!BCZ,931、②calBC3,0l l-ca!BCZ,918という年代値が

得られた。 SI01に限れば紀元前 3,000年前後に構築さ

れた可能性が高いことが判明したことになる。これまで

本遺跡では土器編年による相対的年代観しか示されてい

なかったが、暦年による絶対年代が得られたのである。

この年代は縄文時代中期中葉から後期初頭にあたり、出

土した土器の型式（上山田・天神山式、中期中葉）と年代的

組酷はない。

1小林達雄編2008『総覧縄文土器J、1322p

第5章総括

Generalization 

Tab.5.1.1 縄文土器編年表

大別 略別
地域区分

1t 陸 関東・東北 近 畿 ・ 中国

桜峠 国戸上層 高山寺

早 後
〔常世］ 子母口 穂谷

野島

期 半 鵜ヶ台
芽山下層

芽山上層

前 佐渡・極楽寺 花積下層 羽島下層E

前
葉 関山 北白川下層 I

中
朝日C 黒浜

北白川下層Ea 
福浦下層 諸磯a
蝦ヶ森 I 諸磯b

北白川下層Eb 
葉 北白川下層Ec 

期 規ヶ森E 諸磯c

後葉
福浦上層 十三菩提 北白川下層E
朝日下層 大歳山

新保I 五領ヶ台 船元 I.鷹島

前 新保E
新崎 I

葉 新崎E
中 新崎E

中 上山田天神山 I 阿玉台 船元 I
上山田・天神山E 勝坂 船元E

期
葉 古府 加曾利EI 大木8a 

後
古車田新 加曾利EII 大木8b 
串田新 I （大杉谷〕 里木II.醍醐E

葉 串田新E 加曾手l]EIII 大木9 里木III.醍醐E
（＋） 加曾利EIV 大木10

前 前回・岩嶋野 称名寺 中津

気屋I 堀之内 I 福田K ・四ツ池
葉 気屋E 堀之内E 北白川上層

後
中 （十） 加曾手l]B1 

酒見・井口 I 加曾利BZ 一乗寺K
葉 加曾平l]B3 元住吉山 I

期
後

井口E 安行 I 元住吉山E
（井口III) 宮滝

葉 八日市新保 I 安行E
八日市新保E 滋賀里 I

前 御経塚 I・勝木原 大洞B （東北） 滋賀里E

後
御経塚E 滋賀里E

葉 （御経塚III) 大洞B・C （東北）

期 中 中屋 I
中屋E 大綱C1 （東北） 滋賀里IV

葉 （中屋III)

ト＼ 重
下野 I 大洞C2 （東北） 船橋

下野E 長竹 大洞A （東北） 長原

生 柴山出村大境V 大洞A’ （東北）

小矢部市教育委員会 2006『富山県小矢部市桜町遺跡発掘競査報告書縄文土器・

石器編 I』34pより転載

(2）立石を伴う土坑群

〔発掘成果〕 調査区南側から土坑を 19基、集中的に検

出した。土坑には立石状の大型離を伴うものが多い。

土坑からは深鉢、ミニチュア土器、耳飾りなどの遺

物が出土しているが、その性格を示す資料はなかった。

SKOZからは口径 48.Zcm・器高 52cmという特大の深

鉢が一括して出土したが、 SIOl内にあることと完形に

近い遺存状況から、貯蔵穴と捉えたい。

松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月 73 
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土坑の規模は最小径が 76cm・最大径 159cmと総じ

て大型である。 深さは最小値が 26cm・最大値が 74cm

を測るが、ほとんどの遺構がH層から掘り込まれている

と推定出来るので、 誤差が大きいと思われる。時期は中

期中葉の古府式に属するものが多く、竪穴建物よりも新

しい時期に構築されたとみられる。

土坑に多く共通するのは、離を含む点である。牒は川

原石であり、遺構の中心付近で見つかることが多い。あ

たかも人為的に置かれたもの、もしくは投げ込まれたと

いう印象である。 また、 SK21では大型の川原石の側面

に打撃を加えて整形した石棒状の石器が見つかってい

る。他の遺構では加工痕はないものの、大型で細長い

川原石が入っている。 SK37では長さ 50cm・幅 20cm

ほどの礁が入り、 SK15には縦方向に割った礁があり、

SK18では検出面に近い所で細長い礁が横たわるように

して見つかった。径 lm前後の摺鉢形状の土坑数基に、

細長い形状の川原石が入るという状況は偶然とは考え難

く、何らかの行為の所産と考える方が自然である。

この諸相から思い起こされるのは、立石を伴う墓坑で

SK19の立石状の磯

ン酸分析の結果、リン酸やカルシウムの含有量が少ない

ため、動物遺存体や植物遺体などが埋積された可能性は

低いことが分かつた。

結果として土坑群は現状では墓坑と断定出来ないが、

本遺跡において土坑群は初検出であるので、少なくとも

居住域とは別の役割をもっ空間が存在したことを認識し

ておく必要がある。

(3）松原遺跡の評価について

ある。日本考古学事典の 「立石」の項には「細長い自然 今回の調査区は昭和 48年（1973）調査の第3地点に

石を単独ないし配石遺構のなかに立てた縄文時代のもの あたる。同じ地点での発掘では狭い範囲に 11棟もの建

をいう」とある。本遺跡の場合は配石と呼べる遺構は伴 物跡が検出されたので、今回も建物が密集する状況を想

わないものの、立石が単独で置かれる型式に当たる可能 定したが、結果は建物2棟に過ぎなかった。代わりに調

性がある。SK19では細長い川原石が斜めに立った状態 査区南側には土坑群が広がっていた。土坑群の性格は、

で出土し、まさに「立石」を思わせる状況だった。 今後周辺の調査を重ねて明らかにすべきである。

墓坑といえば、 昭和 49年（1974）調査の「第2号穴」 本遺跡は庄川に近く、以前から石錘が多量に出土し、

について、池野正男は「第3号穴・第5号穴は、貯蔵穴・ 漁労に依存した集落と評価されてきたが、今回は石錘は

墓穴の区別は即断できないが、第2号穴は墓穴的な性格 非常に少なかった。しかし、遺物包含層には石錘と形状

が強い」と報告している。この判断根拠は、「第2号穴

覆土上面には完形品及び一括土器4～5個体分が、あた

かも供献された状態で出土した」ことによる。しかし、

礁を伴う今回の土坑群とは性格が異なるようである。

状況証拠的には立石を伴う墓坑の可能性は否定できな

いが、 遺物・骨などの直接証拠はない。ここで、自然科

学分析の結果について触れておきたい。 SK37覆土のリ

l鈴木保彦 2002「立石」『日本考古学事典』三省堂

ii池野正男 1975「2遺構J『富山県庄川町松原遺跡緊急調査概報』庄Jll町

教育委員会

74 松原遺跡発掘調査報告｜砺波市教委 I2012年 3月

の似た肩平の小型離が多数出土しており、これらを石錘

と同様に使用した可能性も考慮しておく必要がある。

また、土器は上山田・天神山式、古府式、古串田新式、

新崎式など、北陸一円でみられる在地色の強い土器型式

が大半だが、馬高式の火炎型土器と対をなす王冠型土器

を模倣したと思われる破片や、馬高式に影響を与えた東

北の大木式系統の土器が少量見られた。これまで論じら

れることが少なかったが、遺物などから他地域との交流

を紐解いていくことで、本遺跡の研究がより深化するも

のと思われる。 （野原大輔）
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PL.3 全景 （縄文時代中期）

手前には長石を伴う土坑群が密集し、奥の角に竪穴建物が存在する。



PL.4 全景

1調査区全景（検出） 北東から
2調査区全景（完掘）南西から



1 SI01・SI82完掘（全景）西北から

2 SI01・SI82東西ベルト断面南東から

3 SI01・SI82南北ベルト断面西南から

PL.5 竪穴建物 （SIOl)

4 SI01南北・東西ベルト断面（下層）北西から

企



Pし6 竪穴建物 （SIO！） ・土坑 （SK02)

ぷ：，＇ "' 
1 Sl01遺物出土状況西南から
2 S!Ol土器出土状況（No目2）北西から

3 S!Ol土器出土状況（No.48）北西から
4 SI01炉出土状況東北から
5 SIOl炉内部断面南東から
6 SK02遺物出土状況南東から
7 SP22断面北から

今⑨



1 SK06土器出土状況（No.51・55）南から
2 SK06完掘南東から

3 SK07・SP60断面西から
4 SK07・SP60遺物出土状況南西から
5 SK15断面東から
6 SK15傑出土状況西から
7 SK40断面東北から

PL.7 土坑



PL.8 土坑

1 SK40遺物出土状況東から
2 SK40完掘東から

3 SK18断面南西から
4 SK18完掘北東から
5 SK19傑出土状況北東から
6 SK20磯出土状況西北から
7 SK37・SK19検出北西から



1 SK37断面 北東から
2 SK37礁出土状況西北から

3 SK21傑出土状況 北東から

4 SK21礁（No.244）出土状況北東から
5 SK50検出西北から
6 SK50断面 北東から
7 SK50完掘北東から

。

PL.9 土坑

キ⑨



PL.10 土坑

1 SK39・SK70完掘西北から
2 SK52断面西北から

3 SK58完掘南西から
4 SK72断面南西から
5 SK72遺物出土状況南西から
6 SK59磯出土状況・断面東南から
7 SK65断面西北から

⑨々



PL.11 縄文土器 （集合）



PL.12 縄文土器 （立面①）
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PL.14 縄文土器 （備隊①）
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PL.15 縄文土器 （備隊②）
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PL.16 縄文土器 （側敢③）
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PL.20 縄文土器 （術敵⑦）
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